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み
ん
な
で
き
れ
い
な
ま
ち
に

　
　
し
て
い
き
た
い
ね
♪

ご
み
を
捨
て
ち
ゃ
だ
め
だ
よ
！
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【
重
点
施
策
】

施
政
及
び
予
算
編
成
方
針 

〜
市
政
の
諸
課
題
と
向
き
合
い
、
よ
り
住
み
や
す
い
、

安
全
安
心
の
自
立
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
邁ま
い
進し
ん
し
ま
す
〜

　

３
月
３
日
、
平
成
28
年
第
１
回
伊
賀
市
市
議
会
定
例
会
の
開
会
に
あ

た
り
、
岡
本
市
長
が
施
政
及
び
予
算
編
成
方
針
を
述
べ
ま
し
た
。
そ
の

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

28
平成

年度

医
療
・
地
域
福
祉

連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

市
立
上
野
総
合
市
民
病
院

○
平
成
24
年
度
に
15
人
だ
っ
た
常

　

勤
医
師
が
４
月
か
ら
21
人
体
制

　

と
な
る
予
定
で
す
。
診
療
体
制

　

の
充
実
を
図
る
た
め
、
引
き
続

　

き
医
師
や
看
護
師
の
確
保
に
努

　
め
ま
す
。

○
入
院
病
棟
の
稼
働
率
が
、
平
成

　

26
年
度
は
許
可
病
床
に
対
し
て

　
34
．１
％
で
し
た
が
、
今
年
１
月

　

に
は
57
．
２
％
に
上
が
り
ま
し

　

た
。
４
階
病
棟
を
４
月
か
ら
再

　

開
す
る
こ
と
で
、
病
棟
を
全
て

　
稼
動
さ
せ
ま
す
。

○
経
営
面
で
は
、
平
成
26
年
度
と

　

比
較
し
て
、
今
年
１
月
末
ま
で

　
で
収
支
額
を
約
３
億
８
，９
０
０

　

万
円
改
善
す
る
こ
と
が
で
き
ま

　

し
た
。
今
後
も
、
入
院
患
者
の

　

増
加
を
実
現
し
、
診
療
収
益
を

　

増
や
す
た
め
に
経
営
改
善
に
努

　
め
ま
す
。

地
域
医
療
の
再
生

　

三
重
県
が
策
定
を
進
め
る
地
域

医
療
構
想
（
ビ
ジ
ョ
ン
）
で
、
公

立
病
院
と
し
て
の
役
割
を
し
っ
か

り
と
見
据
え
た
改
革
プ
ラ
ン
を
作

成
し
、
プ
ラ
ン
に
沿
っ
た
病
院
運

営
を
行
い
ま
す
。

施
政
及
び
予
算
編
成
方
針

「
来
た
い
・
住
み
た
い
・
住
み
続
け
た
い
」
ま
ち
で
あ
る
た
め
に

伊
賀
市
の

財
政
状
況
と

予
算
編
成
方
針

　

平
成
26
年
11
月
に
合
併
し
て

10
年
が
過
ぎ
、
普
通
交
付
税
の

特
例
期
間
が
終
了
し
た
こ
と
に

よ
り
、
平
成
27
年
度
か
ら
交
付

税
額
が
段
階
的
に
毎
年
３
億
円

ず
つ
減
額
さ
れ
、
最
終
的
に
平

成
31
年
度
に
は
約
15
億
円
減
額

さ
れ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
の
社
会
保
障
費

の
増
加
や
税
制
改
正
の
影
響
に

よ
る
市
税
収
入
の
減
少
な
ど
、

本
市
の
財
政
を
取
り
巻
く
環
境

は
さ
ら
に
厳
し
い
状
況
に
な
っ

て
い
く
こ
と
が
避
け
ら
れ
な
い

と
こ
ろ
で
す
。

　

市
民
の
負
担
を
最
小
限
に
抑

え
、
最
大
の
効
果
が
得
ら
れ
る

よ
う
、「
無
駄
の
な
い
財
政
運
営
」

を
基
本
に
、
各
種
計
画
な
ど
と

の
整
合
性
を
図
り
な
が
ら
「
来

た
い
・
住
み
た
い
・
住
み
続
け

た
い
〝
伊
賀
〞
づ
く
り
」
を
念

頭
に
置
い
て
予
算
編
成
を
行
い

ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
当
初
予
算
で
は
、

本
格
的
な
工
事
着
手
を
予
定
し

て
い
る
新
庁
舎
整
備
に
係
る
予

算
を
計
上
し
ま
す
。

　

ま
た
、
国
の
地
方
創
生
加
速

化
交
付
金
事
業
・
総
合
的
な
Ｔ

Ｐ
Ｐ
関
連
政
策
大
綱
に
基
づ
く

対
象
事
業
を
盛
り
込
ん
だ
、
平

成
27
年
度
補
正
予
算
と
一
体
的

に
、
地
方
創
生
、
地
域
経
済
の

活
性
化
、
移
住
・
定
住
の
促
進
、

子
育
て
支
援
基
金
を
活
用
し
た

事
業
な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め

ま
す
。
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28
平成

年度

観
光
誘
客

○
恒
例
の
「
伊
賀
上
野
Ｎ
Ｉ
Ｎ
Ｊ

　

Ａ
フ
ェ
ス
タ
」
を
、
４
月
か
ら

　

５
月
の
連
休
に
か
け
て
開
催
し

　
ま
す
。

○
「
関
係
地
づ
く
り
」
の
視
点
か
ら

　
東
京
・
上
野
恩
賜
公
園
や
大
阪
・

　

天
神
橋
筋
商
店
街
で
も
フ
ェ
ス

　
タ
を
開
催
し
ま
す
。

○
「
日
本
忍
者
協
議
会
」
と
連
携

　

し
、
誘
客
・
認
知
度
の
向
上
を

　
一
層
図
り
ま
す
。

○
着
地
型
観
光
事
業
を
伊
賀
市
の

　

中
核
的
観
光
事
業
と
し
て
推
進

　

す
べ
く
、「
伊
賀
ぶ
ら
り
体
験

　

博
覧
会
い
が
ぶ
ら
」
を
引
き
続

　
き
開
催
し
ま
す
。

○
増
加
す
る
外
国
人
観
光
客
の

　

利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、

　
Ｗわ
いｉ
‐
Ｆふ
ぁ
いｉ
フ
リ
ー
ス
ポ
ッ
ト（
無

　

線
公
衆
Ｌら

ん
Ａ
Ｎ
）
の
設
置
箇
所

　
を
増
や
し
ま
す
。

農
業
振
興

○
伊
賀
の
食
材
の
販
路
開
拓
、
さ

　

ら
に
は
生
産
意
欲
の
向
上
や
観

　

光
振
興
を
目
的
に
、
平
成
28
年

　

度
も
食
材
フ
ェ
ア
な
ど
を
開
催

　
し
ま
す
。

○
平
成
27
年
度
に
「
人
・
農
地
プ

　

ラ
ン
」
が
策
定
さ
れ
た
12
地
域

　
（
10
プ
ラ
ン
）
で
は
、
県
下
の
決

　

算
見
込
み
面
積
の
３
分
の
１
程

　

度
に
当
た
る
３
２
３
ha
が
担
い

　
手
農
家
へ
集
約
さ
れ
ま
し
た
。
引

　

き
続
き
、
人
と
農
地
の
問
題
解

　

決
に
向
け
各
集
落
で
プ
ラ
ン
が

　
作
成
で
き
る
よ
う
推
進
し
ま
す
。

○
青
年
新
規
就
農
者
の
確
保
や
担

　

い
手
へ
の
農
地
集
積
・
集
約
化

　

を
各
機
関
・
団
体
な
ど
と
の
連

　
携
に
よ
り
推
進
し
ま
す
。

○
意
欲
あ
る
農
業
者
に
、
海
外
の

　

取
り
組
み
や
経
営
方
針
な
ど
を

　

学
ん
で
も
ら
う
た
め
、
海
外
研

　
修
派
遣
事
業
を
行
い
ま
す
。
帰
国

　
後
の
報
告
会
な
ど
を
通
じ
、
広
く

　

農
業
者
に
情
報
提
供
を
し
て
も

　

ら
う
こ
と
で
、
持
続
可
能
な
農

　

業
の
推
進
に
つ
な
が
る
も
の
と

　
期
待
し
て
い
ま
す
。

○
中
山
間
地
域
な
ど
で
は
、
担
い

　
手
の
収
益
力
向
上
を
図
る
た
め
、

　
農
地
中
間
管
理
機
構
な
ど
か
ら

　

新
た
に
農
地
を
借
り
受
け
て
、

【
分
野
別
計
画
】

誰
も
が

元
気
に
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り

健
康
・
福
祉

観
光
・
農
林
業

連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

経
営
の
規
模
拡
大
を
図
る
担
い

　
手
や
、
収
益
力
の
高
い
作
物
の

　

導
入
を
図
る
担
い
手
を
支
援
し

　
ま
す
。

森
林
・
林
業

○
森
林
資
源
を
有
効
活
用
し
つ
つ
、

　

整
備
に
つ
な
げ
る
た
め
、
み
え

　

森
と
緑
の
県
民
税
市
町
交
付
金

　

を
活
用
し
、
未
利
用
間
伐
材
を

　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
と
し
て
利
用

　

す
る
こ
と
に
対
す
る
補
助
事
業

　
を
開
始
し
ま
す
。

○
間
伐
な
ど
の
促
進
に
よ
る
森
林

　

の
多
面
的
機
能
の
増
進
や
、
地

　

域
ぐ
る
み
の
里
山
林
の
保
全
活

　
動
に
対
す
る
支
援
を
続
け
ま
す
。

子
育
て
支
援

○
子
育
て
世
帯
を
応
援
す
る
た
め
、

　
４
月
１
日
に「
こ
ど
も
家
庭
課
」

　

を
廃
止
し
、「
こ
ど
も
未
来
課
」

　

と
「
保
育
幼
稚
園
課
」
を
新
設

　
し
ま
す
。

○
「
伊
賀
市
子
ど
も
・
子
育
て
支

　

援
事
業
計
画
」
に
基
づ
き
、
幼

　

児
期
の
教
育
・
保
育
の
一
体
的

　

な
提
供
や
地
域
に
お
け
る
子
ど

　

も
・
子
育
て
支
援
を
総
合
的
に

　
推
進
し
ま
す
。

○
子
育
て
支
援
基
金
を
活
用
し
、
子

　

ど
も
を
取
り
巻
く
貧
困
対
策
を

　
含
め
た
、「
出
会
い
・
結
婚
・
妊

　

娠
か
ら
出
産
・
子
育
て
ま
で
の

　

切
れ
目
の
な
い
支
援
」
に
取
り

　
組
み
ま
す
。

○
結
婚
を
希
望
す
る
人
や
そ
の
家

　

族
を
対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を

　

開
催
し
、
出
会
い
の
場
づ
く
り

　

を
行
う
団
体
に
対
す
る
支
援
な

　

ど
の
結
婚
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
実

　
施
し
ま
す
。

○
保
健
師
な
ど
の
専
門
職
が
、
妊

　

娠
中
か
ら
個
別
に
支
援
計
画
を

　

作
成
し
支
援
す
る
体
制
づ
く
り

　

や
、
産
前
や
産
後
で
心
身
の
負

　

担
が
大
き
い
時
期
に
家
事
や
育

　

児
の
支
援
を
行
う
、
子
育
て
支

　

援
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業
を
行
い

　
ま
す
。

○
ゆ
め
が
丘
に
あ
る
上
野
南
公
園

　

の
自
然
の
中
で
、
親
子
が
楽
し

　

く
ふ
れ
あ
い
、
子
育
て
世
代
の

　
交
流
の
場
と
し
て
も
活
用
し
、
月

　

２
回
の
日
曜
日
に
は
、
公
園
管

　

理
棟
で
子
育
て
相
談
や
か
ら
だ

　

育
て
事
業
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
紹

　
介
を
行
う
「（
仮
称
）
子
育
て
に

　

ん
に
ん
パ
ー
ク
」
事
業
を
実
施

　
し
ま
す
。

○
市
内
の
全
保
育
所
（
園
）・
幼
稚

　
園
で
５
歳
児
発
達
相
談
事
業
を

　
実
施
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
な
ど
の

保
育
施
設
の
整
備

○
成
和
東
と
成
和
西
の
２
つ
の
小

　
学
校
区
に
、
４
月
１
日
か
ら
放
課

　
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
開
設
し
ま
す
。

○
佐
那
具
保
育
所
と
府
中
保
育
園

　

を
統
合
し
た
新
し
い
府
中
保
育

　

園
の
整
備
に
平
成
29
年
度
中
の

　
完
成
を
め
ざ
し
取
り
組
み
ま
す
。

健
診
・
予
防
接
種

○
乳
幼
児
期
の
感
染
症
の
う
ち
重

　

症
化
し
や
す
い
疾
病
の
発
症
や

　
重
症
化
予
防
の
対
策
と
し
て
、
お

　
た
ふ
く
か
ぜ
・
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
・

　

Ｂ
型
肝
炎
の
予
防
接
種
費
用
の

　
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

○
妊
娠
届
の
あ
っ
た
妊
婦
に
歯
科

　

健
診
に
対
す
る
助
成
を
行
い
、

　
妊
婦
の
口
腔
ケ
ア
を
進
め
る
と

　

と
も
に
、
子
ど
も
の
歯
の
健
康

　
管
理
を
推
進
し
ま
す
。

障
が
い
者
差
別
の
解
消

　
「
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
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消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」（
障
害

者
差
別
解
消
法
）
が
４
月
１
日
か

ら
施
行
さ
れ
ま
す
。
誰
も
が
住
み

や
す
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
職

員
研
修
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

国
の
基
本
方
針
に
即
し
た
職
員
対

応
要
領
を
早
期
に
策
定
し
ま
す
。

介
護
保
険
制
度

　

要
支
援
の
人
が
必
要
と
す
る

サ
ー
ビ
ス
の
う
ち
の
訪
問
介
護
・

通
所
介
護
が
、
平
成
28
年
10
月
に

介
護
保
険
制
度
の
介
護
予
防
・
日

常
生
活
支
援
総
合
事
業
（
新
し
い

総
合
事
業
）
へ
移
行
し
ま
す
。
新

し
い
総
合
事
業
が
高
齢
者
や
そ
の

家
族
の
暮
ら
し
を
支
え
ら
れ
る
も

の
と
な
る
よ
う
、
地
域
サ
ロ
ン
に

よ
る
見
守
り
支
援
や
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
に
よ
る
事
業
の
実
施
に
つ
い

て
協
議
を
進
め
ま
す
。

健
康
づ
く
り

○
地
域
と
保
健
師
の
「
顔
の
見
え

　

る
関
係
づ
く
り
」
を
さ
ら
に
進

　

め
る
た
め
、
保
健
師
の
地
区
担

　

当
制
に
よ
り
住
民
自
治
協
議
会

　
な
ど
と
の
連
携
を
図
り
ま
す
。

○
こ
れ
ま
で
の
事
業
を
再
構
築
し

　

た″
い
が
忍
に
ん
〞
健
康
プ
ロ

　

ジ
ェ
ク
ト
で
若
者
や
働
く
世
代

　

に
も
健
康
意
識
の
普
及
啓
発
を

　
図
り
ま
す
。

消
防
・
救
急

○
新
消
防
庁
舎
は
、
平
成
28
年
６

　

月
末
に
完
成
の
予
定
で
工
事
を

　

進
め
て
お
り
、
そ
の
後
、
設
備

　

移
設
を
行
い
、
９
月
上
旬
に
竣

　
工
し
ま
す
。

○
救
急
救
命
士
・
救
急
隊
員
の
充

　
実
強
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、市

　

民
を
対
象
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
を

　

含
む
１
次
救
命
処
置
や
応
急
手

　

当
の
普
及
啓
発
に
努
め
、
救
命

　
率
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

交
通
安
全
対
策

○
市
民
の
皆
さ
ん
の
交
通
安
全
意

　

識
が
向
上
す
る
よ
う
、
関
係
団

　

体
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
啓
発

　
を
行
い
ま
す
。

○
交
通
量
の
多
い
危
険
な
箇
所
へ

　

の
信
号
機
や
横
断
歩
道
な
ど
の

　

設
置
を
関
係
機
関
へ
強
く
要
請

　
し
ま
す
。

消
費
者
被
害
防
止
対
策

○
年
々
巧
妙
化
す
る
詐
欺
や
悪
質

　
商
法
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
、

　

各
地
域
・
団
体
な
ど
に
対
し
て

　
出
前
講
座
を
実
施
し
ま
す
。

○
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
事
例
の
情
報

　

収
集
に
努
め
、
相
談
者
へ
の
情

　
報
提
供
に
つ
な
げ
ま
す
。

○
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

　

な
ど
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
に
つ

　
い
て
は
、
児
童
・
生
徒
・
保
護
者

　

に
対
し
て
情
報
社
会
で
の
正
し

　

い
判
断
や
望
ま
し
い
態
度
を
育

　
て
る
た
め
の
啓
発
を
行
い
ま
す
。

伊
賀
市
浄
化
セ
ン
タ
ー

○
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
施
設
の
老
朽

　

化
に
伴
い
、「（
仮
称
）
伊
賀
市

　

汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー
」
と

　
し
て
建
て
替
え
を
行
い
ま
す
。

○
平
成
28
年
度
に
は
工
事
発
注
を

　

行
い
、
平
成
29
年
度
か
ら
３
年

　

間
で
建
設
し
、
平
成
32
年
４
月

　
か
ら
の
稼
動
を
め
ざ
し
ま
す
。

治
水
対
策

○
上
野
遊
水
地
事
業
の
早
期
完
了

　
を
関
係
機
関
へ
要
望
し
ま
す
。

○
川
上
ダ
ム
の
、
早
期
の
本
体
着

　

手
・
完
成
を
引
き
続
き
要
望
し

　
ま
す
。

○
内
水
排
水
対
策
と
し
て
、
毎
分

　

８
㎥
の
排
水
能
力
を
有
す
る
排

　

水
ポ
ン
プ
な
ど
を
、
三
田
高
砂

　

地
区
に
６
台
、
大
戸
川
小
田
排

　

水
機
場
に
６
台
、
島
ヶ
原
排
水

　
樋
門
付
近
に
２
台
設
置
し
ま
す
。

水
道
事
業

○
上
野
市
街
地
や
青
山
支
所
管
内

　
な
ど
で
の
老
朽
管
更
新
を
行
い
、

　

無
駄
の
な
い
安
定
し
た
給
水
を

　
図
り
ま
す
。

○
佐
那
具
工
業
団
地
へ
の
給
水
区

　

域
の
拡
大
に
関
し
て
は
、
平
成

　

29
年
４
月
の
給
水
開
始
に
向
け

　
て
整
備
を
図
り
ま
す
。

○
「
伊
賀
市
水
道
事
業
基
本
計
画
」

　

に
つ
い
て
は
、
施
設
整
備
計
画

　

や
取
り
組
む
べ
き
施
策
を
審
議

　

い
た
だ
き
、
平
成
28
年
12
月
議

　

会
定
例
会
に
は
計
画
案
を
提
出

　
し
ま
す
。

下
水
道
事
業

○
「
公
共
下
水
道
全
体
計
画
」
を

　

策
定
し
、
受
益
者
の
皆
さ
ん
と

　

事
業
の
具
体
化
を
図
る
た
め
の

　

意
見
聴
取
を
行
い
、
早
期
に
事

　
業
化
を
進
め
ま
す
。

○
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
「
山
田

　

南
地
区
」
農
業
集
落
排
水
事
業

　
の
管
路
施
設
工
事
に
着
手
し
、平

暮
ら
し
を

支
え
る

ま
ち
づ
く
り

生
活
・
環
境
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28
平成

年度

　

成
31
年
度
の
事
業
完
了
を
め
ざ

　
し
、
事
業
を
進
め
ま
す
。

商
工
業
振
興

○
上
野
商
工
会
議
所
・
伊
賀
市
商

　

工
会
・
ゆ
め
テ
ク
ノ
伊
賀
な
ど

　

の
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
、

　
経
営
基
盤
の
強
化
や
安
定
化
を

　

図
る
と
と
も
に
、
新
規
創
業
に

　

向
け
た
起
業
支
援
の
推
進
に
努

　
め
ま
す
。

○
伊
賀
の
逸
品
を
集
め
た
「
伊
賀

　

ブ
ラ
ン
ド
」
を
国
内
外
に
積
極

　

的
に
発
信
し
、
伊
賀
市
の
知
名

　

度
ア
ッ
プ
と
地
場
産
品
の
販
路

　
拡
大
に
努
め
ま
す
。

○
「
ま
ち
な
か
」
の
に
ぎ
わ
い
創

　

出
に
向
け
て
、
上
野
市
街
地
に

　

お
け
る
空
き
店
舗
の
改
修
や
家

　

賃
補
助
、
各
団
体
な
ど
が
実
施

　

す
る
事
業
へ
の
支
援
を
行
い
ま

　

す
。
ま
た
、
各
支
所
近
辺
や
伊

　

賀
神
戸
駅
な
ど
の
主
要
駅
近
辺

　

も
支
援
の
対
象
と
し
て
、
地
域

　
間
連
携
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

労
働
・
雇
用
対
策

○
三
重
県
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
伊
賀

　

な
ど
の
関
係
機
関
と
の
連
携
を

　
強
化
し
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
に
よ
る

　
若
年
労
働
力
の
確
保
と
、
受
け

　

入
れ
側
の
雇
用
環
境
の
改
善
な

　
ど
の
雇
用
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

○
新
た
な
雇
用
の
創
設
、
人
口
減

　
少
の
歯
止
め
に
つ
な
げ
る
た
め
、

　

ゆ
め
が
丘
南
東
の
南
部
丘
陵
地

　

エ
リ
ア
に
、
民
間
主
導
に
よ
る

　

新
た
な
産
業
用
地
計
画
を
進
め

　
ま
す
。

鳥
獣
害
対
策

　

伊
賀
市
鳥
獣
被
害
防
止
計
画
に

基
づ
き
、
有
害
駆
除
捕
獲
を
進
め
、

捕
獲
事
業
を
中
心
と
し
た
獣
害
対

策
も
推
進
し
ま
す
。

市
街
地
活
性
化

○
市
民
の
意
見
を
反
映
し
た
「
伊

　

賀
市
の
賑に

ぎ
わ
い
創
出
グ
ラ
ン
ド

　
デ
ザ
イ
ン
」
を
実
現
す
べ
く
、
第

　

２
期
伊
賀
市
中
心
市
街
地
活
性

　

化
計
画
に
盛
り
込
み
、
認
定
に

　
向
け
た
協
議
を
進
め
ま
す
。

都
市
計
画
区
域
再
編
と

統
一
し
た
土
地
利
用

　
「
都
市
再
生
特
別
措
置
法
」
が

改
正
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
国
の

施
策
と
し
て
「
立
地
適
正
化
計
画
」

の
策
定
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

伊
賀
市
が
進
め
る
「
多
核
連
携
型

の
都
市
構
成
」
を
め
ざ
す
方
針
と

関
連
が
あ
る
た
め
、
平
成
28
年
度

か
ら
２
年
間
か
け
て
並
行
し
て
策

定
に
取
り
組
み
ま
す
。

市
営
住
宅

　

伊
賀
市
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化

計
画
で
、「
建
て
替
え
」
や
「
維
持
」

と
し
た
住
宅
団
地
で
、
耐
震
診
断

に
よ
る
耐
震
性
の
確
認
を
済
ま
せ

て
い
な
い
住
宅
団
地
に
つ
い
て
、

耐
震
診
断
を
平
成
28
年
度
か
ら
３

年
間
で
実
施
し
ま
す
。

幹
線
道
路
・
生
活
道
路

○
国
道
３
６
８
号
の
４
車
線
化
は
、

　

関
係
自
治
体
と
共
に
北
勢
国
道

　

事
務
所
、
三
重
県
に
対
し
、
引

　

き
続
き
予
算
の
確
保
と
早
期
整

　
備
を
働
き
か
け
ま
す
。

○
国
道
４
２
２
号
三
田
坂
バ
イ
パ

　

ス
は
、
５
号
橋
の
整
備
を
引
き

　

続
き
進
め
、
平
成
29
年
度
で
事

　

業
が
完
了
す
る
よ
う
関
係
機
関

　
に
働
き
か
け
ま
す
。

○
名
神
名
阪
連
絡
道
路
は
、
三
重・

　

滋
賀
両
県
へ
事
業
化
を
積
極
的

　

に
働
き
か
け
、
早
期
に
道
路
整

　

備
が
実
現
で
き
る
よ
う
精
力
的

　
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
都
市
計
画
街
路
「
服
部
橋
新
都

　

市
線
」
に
つ
い
て
は
、
事
業
の

　
早
期
完
了
に
向
け
、
用
地
買
収・

　

補
償
交
渉
に
市
と
し
て
も
最
大

　
の
協
力
を
行
い
ま
す
。

○
市
道
西
明
寺
緑
ヶ
丘
線
の
整
備

　

を
新
消
防
庁
舎
の
竣
工
に
合
わ

　

せ
、
緊
急
車
両
出
動
に
支
障
が

　
出
な
い
よ
う
着
実
に
進
め
ま
す
。

○
市
道
ゆ
め
が
丘
摺
見
線
は
、
早

　
期
に
供
用
開
始
が
で
き
る
よ
う
、

　

事
業
費
の
縮
減
を
図
り
な
が
ら

　
事
業
の
進
捗
を
図
り
ま
す
。

○
市
道
伊
勢
路
と
が
の
奥
鹿
野
線

　

は
、
平
成
27
年
度
末
で
50
％
半

　
ば
ま
で
整
備
が
進
ん
で
お
り
、
平

　

成
29
年
度
の
工
事
完
了
を
め
ざ

　
し
ま
す
。

伊
賀
鉄
道
伊
賀
線

○
「
公
有
民
営
方
式
」
へ
の
移
行

　
に
向
け
、「
鉄
道
事
業
再
構
築
実

　

施
計
画
」
の
策
定
を
進
め
る
と

　

と
も
に
、
近
畿
日
本
鉄
道
㈱
か

産
業
・
交
流

に
ぎ
わ
い
と

活
力
が
あ
ふ
れ
る

ま
ち
づ
く
り

安
全
・
安
心
で

暮
ら
し
や
す
い

ま
ち
づ
く
り

生
活
基
盤
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ら
譲
渡
さ
れ
る
軌
道
を
は
じ
め

　

と
し
た
鉄
道
施
設
な
ど
の
協
議

　
を
行
い
ま
す
。

○
四
十
九
町
地
内
の
「
新
駅
」
整

　

備
に
つ
い
て
は
、
国
庫
補
助
要

　

望
に
向
け
て
、
関
係
者
と
の
協

　
議
や
実
施
設
計
を
進
め
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
関
西
本
線

○
こ
れ
ま
で
の
要
望
活
動
は
行
い

　

つ
つ
、
地
域
か
ら
要
望
の
あ
る

　

駅
ト
イ
レ
の
改
修
な
ど
、
個
別

　
具
体
的
な
案
件
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ｒ

　
西
日
本
と
協
議
を
行
い
ま
す
。

○
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
受
け
入
れ
体

　
制
づ
く
り
と
し
て
、
柘
植
駅
・
伊

　

賀
上
野
駅
構
内
へ
の
多
言
語
案

　
内
板
な
ど
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
草
津
線

　

草
津
線
複
線
化
期
成
同
盟
会
関

係
自
治
体
と
ラ
ッ
ピ
ン
グ
列
車
の
運

行
な
ど
の
連
携
事
業
を
行
い
ま
す
。

バ
ス
交
通

○
「
伊
賀
市
地
域
公
共
交
通
再
編

　
計
画
基
礎
調
査
」
を
基
に
、サ
ー

　

ビ
ス
の
適
正
化
に
向
け
た
評
価

　

基
準
の
見
直
し
や
、
地
域
運
行

　

バ
ス
導
入
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策

　
定
を
進
め
ま
す
。

○
４
月
１
日
か
ら
交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ

　
ー
ド
シ
ス
テ
ム
が
三
重
交
通
路

　

線
バ
ス
、
市
が
委
託
す
る
廃
止

　
代
替
バ
ス
に
も
導
入
さ
れ
ま
す
。

　

三
重
交
通
が
発
行
す
る
Ｉ
Ｃ
カ

　
ー
ド
の
み
な
ら
ず
、
各
鉄
道
事

　

業
者
な
ど
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
も
使

　

用
で
き
る
こ
と
か
ら
、
市
民
の

　

皆
さ
ん
の
利
便
性
向
上
に
つ
な

　
が
り
ま
す
。

教
育
行
政

○
「
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び

　

運
営
に
関
す
る
法
律
」
の
一
部

　

が
改
正
さ
れ
、
総
合
教
育
会
議

　

を
設
置
・
開
催
し
、
平
成
27
年

　

10
月
に
教
育
大
綱
を
策
定
し
ま

　
し
た
。

○
市
長
と
し
て
、
よ
り
一
層
、
主

　
体
的
に
教
育
行
政
に
関
わ
り
、
教

　

育
大
綱
の
教
育
理
念
、
５
点
の

　

基
本
方
針
に
基
づ
き
、
教
育
行

　
政
を
推
進
し
ま
す
。

学
校
教
育

○
「
確
か
な
学
力
の
保
障
」「
人
権

　
同
和
教
育
の
推
進
」「
キ
ャ
リ
ア

　

教
育
の
推
進
」
の
３
本
柱
を
中

　

心
に
取
り
組
み
を
充
実
し
ま
す
。

○
郷
土
教
育
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

○
義
務
教
育
段
階
に
お
い
て
も
、
主

　

権
者
と
し
て
の
自
覚
と
、
社
会

　

活
動
や
社
会
形
成
に
参
画
す
る

　

意
識
を
高
め
る
取
り
組
み
を
進

　
め
ま
す
。

教
育
施
設
の
整
備

○
安
全
安
心
で
快
適
な
教
育
環
境

　

を
提
供
す
る
た
め
、
耐
震
力
の

　

弱
い
学
校
施
設
の
耐
震
補
強
事

　
業
を
行
い
ま
す
。

○
統
合
に
か
か
る
校
舎
の
改
修
工

　

事
、
市
内
小
学
校
の
空
調
や
遊

　

具
改
修
工
事
な
ど
の
環
境
整
備

　
に
取
り
組
み
ま
す
。

校
区
再
編

○
４
月
か
ら
阿
山
小
学
校
と
鞆
田

　
小
学
校
が
統
合
し
ま
す
。

○
複
式
学
級
編
制
の
抱
え
る
問
題

　

の
解
消
に
も
配
慮
し
、
子
ど
も

　

た
ち
が
、
集
団
の
中
で
切せ
っ
磋さ

琢た
く

　

磨ま

し
な
が
ら
学
習
し
、
社
会
性

　

を
高
め
る
と
い
う
あ
る
べ
き
姿

　

を
見
据
え
、
よ
り
望
ま
し
い
方

　
向
性
を
定
め
ま
す
。

図
書
館
事
業

○
図
書
館
を
よ
り
多
く
の
市
民
に

　
と
っ
て
使
い
や
す
く
す
る
た
め
、

　

上
野
図
書
館
の
開
館
時
間
を
午

　
後
７
時
ま
で
延
ば
し
ま
す
。

○
地
域
の
未
来
を
支
え
る
人
材
を

　

育
成
す
る
た
め
、
必
要
な
資
料

　

の
収
集
に
努
め
、
人
生
を
豊
か

　

に
す
る
本
と
人
を
つ
な
ぐ
図
書

　
館
サ
ー
ビ
ス
に
取
り
組
み
ま
す
。

人
権
施
策

○
社
会
や
学
校
で
、
人
権
啓
発
や

　

教
育
を
進
め
、
人
権
擁
護
や
差

　

別
の
解
消
に
関
す
る
意
識
を
さ

　
ら
に
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。

○
広
域
連
携
で
取
り
組
ん
で
い
る

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
掲
示
板
モ
ニ

　
タ
リ
ン
グ
事
業
に
よ
り
、
差
別

　
の
拡
散
・
防
止
の
迅
速
な
対
応

　
に
努
め
ま
す
。

○
人
権
啓
発
地
区
別
懇
談
会
な
ど

　

の
啓
発
活
動
や
人
権
リ
ー
ダ
ー

　

の
育
成
、
住
民
自
治
協
議
会
と

　

の
連
携
強
化
な
ど
、
人
権
意
識

　

の
高
揚
に
向
け
た
効
果
的
な
取

　
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

○
「
伊
賀
市
人
権
学
習
企
業
等
連

　

絡
会
」
で
、
企
業
な
ど
が
相
互

　

に
連
携
し
、
人
権
啓
発
・
研
修

　
を
行
う
と
と
も
に
、
地
域
団
体
、

　

行
政
な
ど
が
協
働
し
た
取
り
組

　
み
を
進
め
ま
す
。

○
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
関
し
て
、

　

４
月
１
日
か
ら
、
同
性
カ
ッ
プ

　

ル
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓

　

に
か
か
る
制
度
を
ス
タ
ー
ト
さ

　

せ
る
ほ
か
、
心
理
的
な
差
別
や

　
実
生
活
上
の
困
難
に
対
し
て
は
、

　

理
解
促
進
や
課
題
解
決
の
た
め

　

の
具
体
的
な
取
り
組
み
を
進
め

　
ま
す
。

○
「
人
権
問
題
に
関
す
る
市
民
意

　

識
調
査
」
の
分
析
結
果
か
ら
見

　

え
て
き
た
課
題
に
対
し
て
必
要

　
な
施
策
を
検
討
し
、「
第
３
次
人

　

権
施
策
総
合
計
画
」
の
策
定
に

　
着
手
し
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
の
推
進

○
住
民
自
治
協
議
会
の
運
営
委
員

　

会
な
ど
に
お
け
る
女
性
の
参
画

　

率
が
平
成
26
年
度
で
15
％
に
と

次
世
代
を
育
み

誰
も
が
学
べ
る

ま
ち
づ
く
り

教
育
・
人
権
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28
平成

年度

　

ど
ま
っ
て
い
る
た
め
、
地
域
活

　

動
の
方
針
決
定
の
場
に
女
性
が

　

参
画
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
の

　
推
進
に
努
め
ま
す
。

○
男
女
が
と
も
に
家
庭
生
活
と
仕

　

事
や
そ
の
他
の
活
動
を
両
立
で

　
き
る
よ
う
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

　

バ
ラ
ン
ス
に
関
す
る
支
援
を
強

　
化
し
ま
す
。

同
和
施
策

　

同
和
行
政
施
策
を
一
般
施
策
の

中
で
体
系
的
に
整
理
し
た
上
で
、

同
和
地
区
に
お
け
る
生
活
困
窮
者

の
支
援
を
は
じ
め
、
収
入
・
就
労
・

福
祉
・
生
活
・
教
育
な
ど
、
生
活

課
題
の
解
決
に
向
け
た
施
策
や
事

業
の
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

多
文
化
共
生

　

外
国
人
住
民
が
、
地
域
社
会
の

一
員
と
し
て
活
躍
で
き
る
多
文
化

共
生
社
会
を
推
進
し
て
い
く
た

め
、
多
文
化
共
生
セ
ン
タ
ー
を
設

置
し
ま
す
。

芭
蕉
翁
を
核
と
し
た

地
域
づ
く
り

○
生
誕
地
伊
賀
市
の
発
信
や
芭
蕉

　

翁
顕
彰
が
次
世
代
に
継
承
さ
れ

　
る
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

○
「
俳
句
」
の
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文

　

化
遺
産
へ
の
登
録
を
め
ざ
し
、

　

志
を
同
じ
く
す
る
有
識
者
な
ど

　

と
連
携
・
協
力
し
つ
つ
、
登
録

　

推
進
の
た
め
の
会
議
の
開
催
や

　

市
内
外
に
向
け
た
情
報
発
信
に

　
努
め
ま
す
。

文
化
財
保
存
整
備

　

三
重
県
指
定
文
化
財
建
造
物

「
春
日
神
社
拝
殿
」
の
解
体
修
理

事
業
に
着
手
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興

○
市
民
ニ
ー
ズ
の
高
い
各
種
ス
ポ

　
ー
ツ
大
会
や
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　

な
ど
の
開
催
に
加
え
、
さ
ら
に

　

関
係
団
体
と
の
連
携
に
よ
り
ス

　

ポ
ー
ツ
活
動
へ
の
支
援
を
行
い

　
ま
す
。

○
平
成
33
年
に
三
重
県
で
開
催
さ

　
れ
る
「
三
重
と
こ
わ
か
国
体
」
に

　

つ
い
て
は
、
受
け
入
れ
会
場
の

　
準
備
を
さ
ら
に
進
め
ま
す
。

移
住
・
交
流

○
移
住
相
談
業
務
や
、
情
報
の
発

　
信
、
Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど
、
企
画
調
整

　

機
能
の
充
実
を
図
る
た
め
、
移

　
住・交
流
推
進
員
を
設
置
し
ま
す
。

○
東
京
都
を
は
じ
め
と
す
る
大
都

　
市
圏
で
移
住
相
談
会
を
開
催
し
、

　
移
住
・
定
住
に
つ
な
げ
ま
す
。

○
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
を
募
集

　

し
、
都
市
部
か
ら
若
者
を
呼
び

　

込
み
、
地
域
に
刺
激
を
与
え
、

　
活
性
化
や
活
動
を
行
い
な
が
ら
、

　

さ
ら
に
隊
員
の
定
住
に
つ
な
げ

　
ま
す
。

○
移
住
者
が
市
内
の
空
き
家
を
取

　

得
す
る
際
の
補
助
金
制
度
を
創

　
設
し
ま
す
。

空
き
家
対
策

○
「
伊
賀
市
空
家
等
対
策
計
画
」
に

　

基
づ
き
、
適
正
に
管
理
さ
れ
て

　

い
な
い
特
定
空
家
等
に
対
す
る

　
措
置
を
進
め
ま
す
。

住
民
自
治
協
議
会
へ
の
支
援

　

新
た
な
包
括
交
付
金
で
、
住
民

自
治
協
議
会
が
自
主
財
源
を
確
保

す
る
方
法
や
雇
用
の
仕
方
な
ど
、

必
要
な
能
力
を
身
に
つ
け
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
住
民
自
治
協
議
会

の
体
制
づ
く
り
・
人
づ
く
り
に
重

点
を
お
い
た
研
修
会
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

「（
仮
称
）
第
２
次
再
生
計
画
」

　
「
伊
賀
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
」
を
着
実
に
実
行

し
て
い
く
こ
と
を
踏
ま
え
、
平
成

29
年
度
か
ら
４
年
間
の
計
画
期
間

と
な
る
「（
仮
称
）
第
２
次
再
生
計

画
」
の
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

定
住
自
立
圏
構
想

　

各
自
治
体
に
お
け
る
条
例
案
や

協
定
書
案
の
議
会
へ
の
提
案
時
期

な
ど
の
調
整
を
行
う
と
と
も
に
、

協
定
書
の
締
結
、「
定
住
自
立
圏

共
生
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
策
定
に
取
り

か
か
り
ま
す
。

公
共
施
設
最
適
化
計
画

○
平
成
28
年
度
が
実
行
計
画
（
ア

　

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
）
第
Ⅰ
期
の

　

２
年
目
と
な
り
ま
す
。
限
ら
れ

　

た
財
源
の
中
で
、
伊
賀
市
の
身

　

の
丈
に
あ
っ
た
持
続
可
能
な
公

　
共
サ
ー
ビ
ス
を
実
現
す
る
た
め
、

　

計
画
に
基
づ
き
、
公
共
施
設
の

　
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
推
進
し
ま
す
。

庁
舎
整
備

○
庁
舎
建
築
の
事
業
費
の
算
出
な

　

ど
工
事
発
注
の
た
め
の
実
施
設

　

計
業
務
が
７
月
に
完
了
す
る
予

　
定
で
す
。

○
開
発
許
可
を
は
じ
め
と
す
る
各

　

種
法
令
に
基
づ
く
許
認
可
が
お

　

り
次
第
、
用
地
売
買
契
約
の
締

　

結
を
行
い
、
造
成
工
事
に
着
手

　

し
、
今
年
秋
頃
に
本
体
建
設
工

　
事
を
発
注
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
秘
書
課

　
☎
22
・
９
６
０
０

 　
℻  
24
・
７
９
０
０

文
化・地
域
づ
く
り

と
も
に
考
え

行
動
す
る

ま
ち
づ
く
り

計
画
の
推
進

施
政
実
現
に
向
け

改
革
を
め
ざ
す

ま
ち
づ
く
り
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【定期接種・任意接種に関する注意事項】
※対象年齢の人は、接種日時などを直接医療機関に確
　認し、必ず予約してから予防接種を受けてください。
※定期接種の費用は無料です。ただし、対象年齢以外
　で接種する場合や県外の医療機関で接種を受けた場
　合は全額自己負担になります。
※接種当日は、母子健康手帳と予診票を持参してくだ
　さい。
※予診票をお持ちでない人は、市内の実施医療機関に
　ありますので、予約時にお問い合わせください。

※市外医療機関での接種を希望する人は、予診票をお
　渡ししますのでご連絡ください。
※実施場所は県内指定医療機関（市内の指定医療機関
　は 11 ページのとおり）です。
《任意接種の助成方法》　伊賀市・名張市（一部）の医
療機関で接種した場合は、接種費用から助成額を差し
引いた金額を医療機関窓口でお支払いください。（市
への申請は必要ありません。）
※その他の医療機関で接種した場合は申請が必要です。

平成 28年度　予防接種のお知らせ
定期接種（無料） 接種対象年齢 接種回数 注意事項

ヒ　ブ 生後２カ月～５歳未満 １～４回 接種開始月齢によって、接種できる回数が異なります。
詳しくは接種する医療機関で確認してください。肺炎球菌 生後２カ月～５歳未満 １～４回

四種混合 1期初回 生後３カ月～７歳６カ月未満 ３回 生後 3 カ月～１歳までの間に、20 日以上の間隔をあけ
て３回接種しましょう。

1 期追加 初回接種終了後、１年～１年半
（７歳６カ月未満） １回 初回 3 回目終了後、1 年～ 1 年半の間に受けることで免

疫が強化されます。
※三種混合ワクチンまたは不活化ポリオワクチンを接種している人は、お問い合わせください。

BCG １歳未満 １回 生後 5 カ月～ 8 カ月の間に接種しましょう。

麻しん・
風しん混合
（MR）

１　期 １歳～２歳未満 １回 満 1 歳の誕生日を過ぎたら、なるべく早く接種しましょう。

２　期
平成 22 年４月２日～

平成 23 年４月１日生まれ
（年長児に該当する時期）

１回 年長児になったら、なるべく早く接種しましょう。

水痘（みずぼうそう） １歳～３歳未満 ２回 １歳になったら、６カ月以上の間隔をあけて２回接種し
ましょう。

日本脳炎

１期初回 ３歳～７歳６カ月未満 ２回 3 歳～ 4 歳までの間に、6 ～ 28 日（1 ～ 4 週間）まで
の間隔をあけて 2 回接種しましょう。

１期追加 初回接種終了から約１年後
（７歳６カ月未満） １回 初回 2 回目終了後、おおむね 1 年あけて接種しましょう。

２　期 ９歳～ 13 歳未満 １回 9 歳になったら、なるべく早く接種しましょう。
※特例として、平成８年 4 月 2 日から平成 19 年 4 月 1 日生まれで、１期・２期の接種が完了していない人は、
　20 歳未満の間、不足回数分の接種を受けることができます。（ただし２期接種の対象は 9 歳以上です。）

ニ種混合（DT)
（ジフテリア・破傷風） 11 歳～ 13 歳未満 １回 11 歳になったら、なるべく早く接種しましょう。

子宮頸がん 小学６年生（12 歳相当）～
高校１年生（16 歳相当）の女子 ３回 ６カ月の間に３回接種します。現在、積極的な勧奨はし

ていません。

ジフテリア
百日咳
破傷風
ポリオ

【実施期間】　４月１日～平成 29年３月 31日

任意接種（有料） 接種対象年齢 助成限度額・回数 標準的な接種方法・注意事項など

ロタウイルス
１価 生後６週～ 24 週未満 6,000 円・２回 １価ワクチン（ロタリックス）

４週間以上の間隔をあけて２回接種しましょう。

５価 生後６週～ 32 週未満 4,000 円・３回 ５価ワクチン（ロタテック）
４週間以上の間隔をあけて３回接種しましょう。

Ｂ型肝炎 １歳未満 2,500 円・３回
１回目接種から４週間後に２回目、その５～６カ月後に
３回目を接種しましょう。
※ 10 月から、平成 28 年４月１日以降に生まれた人を
　対象にした定期接種になります。

おたふくかぜ １歳～４歳未満 2,500 円・１回 ３歳になる前に接種することをお勧めします。

【助成対象接種期間】　４月１日～平成 29年３月 31日
◆４月から乳幼児任意予防接種費用の一部助成を始めます
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お
知
ら
せ
拡
大
版

ま
ち
か
ど
通
信

お
知
ら
せ

募
　
集

コ
ラ
ム

図
書
・
救
急
な
ど

催
　
し

病院名 電話番号
ヒブ
・

肺炎球菌
四種混合
・
ポリオ

BCG MR 水痘日本脳炎 DT 子宮頸がん 任意接種

浅野整形外科内科 ☎ 36-2550 ２期のみ

あずま診療所 ☎ 46-9977 　 １期除く

阿波診療所 ☎ 48-0004 ポリオ除く
伊藤医院 ☎ 24-4700 　 　 　 　 　 　
上野こどもクリニック ☎ 23-8558

岡波総合病院 ☎ 21-3135 中学生
以下

中学生
以下

亀田クリニック ☎ 26-0666 １期除く

河合診療所 ☎ 43-1511 おたふくかぜ
のみ

川原田内科 ☎ 52-0500

紀平医院 ☎ 45-5470 　 小学生
以上

黒田クリニック ☎ 52-2099 １歳以上 １歳以上 おたふくかぜ
のみ

佐那具医院 ☎ 23-3330 　 　 　 　 　 中学生
以上

嶋地医院 ☎ 37-0114 　 　 　 　 １期除く
しみずハートクリニック ☎ 21-4528 　 　 　 　 　 　

城医院 ☎ 52-0017 　 　 　 おたふくかぜ
のみ

滝井医院 ☎ 23-1111 ポリオ除く

竹沢医院 ☎ 59-2019 　 　 　 　 　 １期除く
中産婦人科

緑ケ丘クリニック ☎ 21-5678

ひらい小児科クリニック ☎ 21-3101
まちしクリニック ☎ 45-7788
みずたにクリニック ☎ 21-8585
宮本医院 ☎ 21-4719 　 　 　 　 　 　
森川病院 ☎ 21-2425
森田クリニック ☎ 22-2233 　

ゆめが丘クリニック ☎ 26-0100 　 ２期のみ

【問い合わせ】　○伊賀市保健センター（健康推進課）　☎ 22-9653　FAX 22-9666
　　　　　　　○いがまち保健福祉センター（地域包括支援センター　東部サテライト）　☎ 45-1016　FAX 45-1055
　　　　　　　○青山保健センター（地域包括支援センター　南部サテライト）　☎ 52-2280　FAX 52-2281

◆予防接種を実施している市内指定医療機関（50音順）

※　は、医療機関にご相談ください。
※ は、ロタウイルス・Ｂ型肝炎・おたふくかぜの予防接種です。
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■ 狂犬病予防注射をしましょう
　犬の飼い主は、飼い犬に「狂犬病予防注射」を毎年１回、
４月１日から６月 30日の間に受けさせることが、狂犬
病予防法で定められています。
　予防注射は、各動物病院か、市が（公社）三重県獣医師会
の協力のもと実施する「狂犬病予防集合注射」の会場で
受けることができます。左の表で日程を確認し、最寄り
の会場で受けてください。
【料　金】
○すでに登録済みの犬で、注射のみの場合：3,200 円
○注射と同時に登録をする場合：6,200 円
　（注射 3,200 円・登録 3,000 円）
※当日、おつりがいらないように準備してください。

人の命と愛犬の命を守るために、必ず登録と注
射をしましょう。

狂犬病予防注射と犬の登録

■ 愛犬の登録をしましょう
　犬を飼う場合、狂犬病予防法により、必ず登録をしな
ければなりません。
　登録は「生涯登録」で、最初の１回のみです。市民生
活課・各支所住民福祉課・動物病院・集合注射会場で登
録でき、まだ登録していない飼い犬や新しく飼い始めた
生後 91日以上の犬が対象です。
※注射の案内はがきが届いた人で、はがき表面の右下に
　「未登録」と書かれている場合、必ず登録してください。

■ 集合注射の注意事項
①注射の案内はがきが届いた人は、注射当日にはがき
　を必ず持参してください。はがきがないと受付に時
　間がかかります。（動物病院で注射をする場合も同様）
②はがきの裏面にある問診表に記入の上、持参してくだ
　さい。犬の体調が悪い場合などは、獣医師の判断によ
　り注射をしないことがあります。また、妊娠中の犬へ
　の予防注射はできません。
③普段から犬の世話をし、その犬をコントロールできる
　人が連れてきてください。
④首輪にリードを付けるか、キャリーバッグに入れた状
　態で連れてきてください。また、注射の妨げになる場
　合がありますので、服は着せないでください。
⑤会場ではリードを短く持ち、ほかの犬や人にかみつか
　ないよう気をつけてください。事故やトラブルが発生
　した場合、市や（公社）三重県獣医師会は責任を負いません。
⑥ふん・尿の始末は飼い主が行ってください。

市民生活課　☎ 22-9638　℻   22-9641
月 日 曜 時　間 実施場所

4

８ 金

　9：30～ 10：20 猪田地区市民センター
10：40～ 11：10 依那古地区市民センター
13：00～ 13：30 比自岐地区市民センター
14：00～ 14：40 神戸地区市民センター
15：00～ 15：30 きじが台地区市民センター

11 月

　9：30～ 10：20（新）三田地区市民センター
10：50～ 11：20 佐那具町コミュニティセンター
13：20～ 14：20 府中地区市民センター
14：50～ 15：30 小田地区市民センター

18 月

　9：30～ 10：00 上野南部地区市民センター
10：15～ 10：45 緑ケ丘本町公民館北側
11：00～ 11：30 上野西部地区市民センター
13：30～ 14：00 諏訪地区市民センター

19 火 10：30～ 11：30 新居地区市民センター

25 月

　9：30～ 10：00 古山地区市民センター
10：30～ 10：50 花垣地区市民センター
11：10～ 11：30 治田ふれあいプラザ
11：50～ 12：20（旧）白樫農協出張所
14：00～ 14：30 花之木地区市民センター
14：50～ 15：20 長田地区市民センター

26 火

　9：30～ 10：00 中瀬地区市民センター
10：30～ 10：50 蓮池公民館
11：10～ 11：40 友生地区市民センター
12：00～ 12：20 下友生第２公民館
13：50～ 14：30 ゆめぽりすセンター正門前
14：50～ 15：20 久米地区市民センター
15：40～ 16：00 八幡町市民館

伊賀支所住民福祉課　☎ 45-9104　℻   45-9120
月 日 曜 時　間 実施場所

4

12 火

　9：15～　9：30 川西公民館駐車場
　9：45～ 10：15 川東多目的集会所
10：30～ 11：00 山畑農事集会所
11：15～ 12：00 希望ヶ丘生きがいセンター
13：30～ 14：00 愛田公民館
14：15～ 14：45 新堂元気老人ステーション
15：00～ 15：15 柏野公民館
15：30～ 15：45 御代区駐車場（旧偕楽荘前）

13 水

　9：15～ 10：00 西柘植地区市民センター
10：15～ 10：30 中柘植集落センター
10：45～ 11：00 野村集落センター
11：15～ 11：40 小林集議所
13：00～ 13：30 倉部公民館
13：45～ 14：15 下町区コミュニティセンター
14：30～ 14：45 いがまち人権センター
15：00～ 15：15 上村多目的集会所
15：30～ 15：45 小杉高齢者等活性化センター
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【問い合わせ】　市民生活課　☎ 22-9638　℻  22-9641

■ 犬の転居・死亡
　犬を連れて引っ越したり、犬が死んだ場合、必ず市民
生活課または各支所住民福祉課まで届け出てください。
届出がないと、登録情報は変更されません。
【届出先】
○転居（市内⇒市内）
　市民生活課・各支所住民福祉課
○転出（市内⇒市外）
　転出先の市役所など
※伊賀市で交付を受けた犬の鑑札を持参してください。
○転入（市外⇒市内）
　市民生活課・各支所住民福祉課

《鑑　札》

《サイズ》 
　横 30㎜×縦 20㎜ 

《狂犬病予防注射済票》

《サイズ》
　横18㎜×縦 25.2㎜

伊賀市の鑑札・注射済票デザイン

阿山支所住民福祉課　☎ 43-0333　℻   43-1679
月 日 曜 時　間 実施場所

4

14 木

　9：30～ 10：00 槙山多目的集会施設
10：15～ 10：30 内保集落センター
10：45～ 11：30 玉滝地区市民センター
13：00～ 13：10 湯舟コミュニティセンター
13：20～ 13：40 西湯舟生活改善センター
13：50～ 14：00 東湯舟コミュニティセンター
14：10～ 14：30 いきいきセンター
14：40～ 14：55 鞆田地区市民センター
15：05～ 15：30 下友田多目的集会所

15 金

　9：30～　9：45 波敷野消防倉庫
10：00～ 10：15 音羽生活改善センター
10：30～ 11：00 丸柱地区市民センター
11：15～ 11：35 石川集落センター
13：00～ 13：40 阿山支所西側
13：55～ 14：10 川合公民館
14：25～ 14：50 阿山ハイツ公民館
15：00～ 15：30 円徳院コミュニティセンター

大山田支所住民福祉課　☎ 47-1163　℻   46-1764
月 日 曜 時　間 実施場所

4

20 水

　9：00～　9：10 坂下コミュニティホール前
　9：20～　9：30 中馬野公民館
　9：40～　9：50 奥馬野公民館
10：00～ 10：10 広瀬公民館
10：20～ 10：40 川北公民館
10：50～ 11：05 中村公民館
11：15～ 11：25 鳳凰寺公民館
11：35～ 11：45 甲野公民館
13：15～ 13：45 大沢公民館
13：55～ 14：05 千戸公民館
14：15～ 14：35 炊村公民館
14：45～ 14：55 畑村公民館
15：05～ 15：20 大山田保健センター

21 木

　9：00～　9：15 上阿波公民館
　9：25～　9：45 子延公民館
　9：55～ 10：05 平松公民館
10：15～ 10：35 富永公民館
10：45～ 10：55 猿野公民館
11：05～ 11：25 須原公民館
11：35～ 11：45 下阿波公民館
13：15～ 13：30 真泥公民館
13：40～ 13：55 中島公民館
14：05～ 14：15 富岡公民館
14：25～ 14：35 出後公民館
14：45～ 14：55 平田公民館
15：05～ 15：20 大山田保健センター

青山支所住民福祉課　☎ 52-3228　℻   52-2174
月 日 曜 時　間 実施場所

4

7 木

　9：20～　9：30 古田集議所
　9：50～ 10：20 霧生農民研修センター
10：30～ 10：40 腰山コミュニティセンター
11：00～ 11：40 桐ケ丘地区市民センター
13：00～ 13：10 上高尾生活改善センター
13：20～ 13：30 原池集議所
13：45～ 13：55 種生生活改善センター
14：15～ 14：45 青山支所

8 金

　9：15～　9：30 上津コミュニティセンター
　9：40～　9：55 妙楽地生活改善センター
10：05～ 10：20 北山公民館
10：35～ 10：45 別府集議所
10：55～ 11：05 青山羽根生活改善センター
11：20～ 11：40 青山文化センター
13：00～ 13：40 桐ケ丘地区市民センター
13：50～ 14：20 青山支所

島ヶ原支所住民福祉課　☎ 59-2109　℻   59-3196
月 日 曜 時　間 実施場所

4 19 火 13：30～ 14：10 正月堂前
14：40～ 15：30 島ヶ原支所裏

■ 鑑札と注射済票を装着させましょう
　登録した場合は「鑑札」を、狂犬病予防注射を受けた
場合は「狂犬病予防注射済票」を交付します。狂犬病予
防法により、犬の飼い主には、飼い犬に鑑札・注射済票
を装着させる義務があります。
※今年度の注射済票は黄色です。



12広報いが市 2016 年（平成 28 年） ４月１日号

着
地
型
観
光
っ
て
な
に
？

　

観
光
事
業
者
だ
け
で
な
く
商

業
者
や
農
業
者
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
自

治
協
議
会
組
織
な
ど
、
直
接
観

光
業
に
関
係
の
な
か
っ
た
人
で

も
参
加
で
き
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

伊
賀
ら
し
い
独
自
の
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
（
有
料
）
を
考
案
い
た

だ
き
、
市
全
体
で
観
光
メ
ニ
ュ
ー

と
し
て
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

募
集
メ
ニ
ュ
ー
の

テ
ー
マ
は
６
種
類

　
「
食
」「
自
然
」「
歴

史
（
文
化
・
伝
統

工
芸
・
ま
つ
り
）」

「
美
と
健
康
」「
ま

ち・む
ら
歩
き
」「
忍

者
・
芭
蕉
」

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

提
供
す
る
人
が「
パ
ー
ト
ナ
ー
」

　

お
も
て
な
し
事
業
の
実
施
者

を
「
パ
ー
ト
ナ
ー
」
と
呼
び
、

期
間
中
の
都
合
の
良
い
日
時
に

お
も
て
な
し
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実

施
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
料
金
・
募
集

人
数
（
最
少
催
行
人
数
）
も
自

由
に
決
め
て
い
た
だ
け
ま
す
。

※
参
加
料
と
し
て
、
基
本
料
金

　

３
，０
０
０
円
と
売
り
上
げ
の

　
５
％
を
事
務
局
に
お
支
払
い
い

　
た
だ
き
ま
す
。

集
客
ア
ッ
プ
や
過
疎
化
対
策
、

新
規
事
業
の
き
っ
か
け
な
ど

目
的
は
さ
ま
ざ
ま

　

飲
食
・
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
の

集
客
ア
ッ
プ
、
地
域
活
動
の
資

金
作
り
、
都
市
農
村
交
流
に
よ

る
過
疎
化
対
策
、
異
業
種
間
の

交
流
、
新
た
な
事
業
を
始
め
る

き
っ
か
け
作
り
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
目
的
を
達
す
る
手
段
と
し

て
ご
活
用
い
た
だ
け
ま
す
。

パ
ー
ト
ナ
ー
に
な
る
と

こ
ん
な
メ
リ
ッ
ト
が

　

お
も
て
な
し
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

公
式
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
公
式

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
い
が
ぶ
ら
」

に
掲
載
し
ま
す
。

※
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
市
内
各
施

　

設
・
店
舗
の
ほ
か
、
県
内
・

　
県
外
の
各
地
で
配
布
し
ま
す
。

「
い
が
ぶ
ら
」
の
し
く
み

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
希
望
の
お

客
様
に
は
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

か
ら
予
約
を
し
て
い
た
だ
き
（
一

部
電
話
受
付
あ
り
）、
パ
ー
ト

ナ
ー
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
編
集
や

参
加
申
し
込
み
状
況
の
把
握
な

ど
を
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

お
客
様
か
ら
の
参
加
料
金
は
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
開
催
時
に
徴
収
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

《
実
施
ま
で
の
予
定
》

①
５
月
31
日
㈫

　
パ
ー
ト
ナ
ー
の
参
加
申
込
期
限

※
随
時
、
考
案
い
た
だ
い
た
プ

　

ロ
グ
ラ
ム
内
容
の
磨
き
上
げ

　
に
取
り
か
か
り
ま
す
。

②
７
月
初
旬
〜

　

ポ
ス
タ
ー
・
告
知
チ
ラ
シ
に

よ
る
「
い
が
ぶ
ら
２
０
１
６
」

開
催
の
Ｐ
Ｒ
開
始

③
８
月
初
旬
〜

　

公
式
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
・
公
式

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
完
成
、
記
者

発
表
、
一
般
公
開

④
９
月
初
旬
〜

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
予
約
受
付
開
始

⑤
10
月
１
日
㈯
〜
12
月
４
日
㈰　
　

　
「
い
が
ぶ
ら
２
０
１
６
」
開
催

⑥
２
月
初
旬

　

パ
ー
ト
ナ
ー
向
け
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
検
証
会
（「
い
が
ぶ
ら

２
０
１
６
」
実
績
報
告
会
）

《
申
込
期
限
・
方
法
》

　
５
月
31
日
㈫

※
㈱
ま
ち
づ
く
り
伊
賀
上
野
へ

　

必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
申

　

込
書
提
出
時
に
、今
後
の
必
要

　
書
類
な
ど
を
渡
し
ま
す
。

※
参
加
申
込
書
な
ど
は
、
市
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

　
ド
で
き
ま
す
。

着
地
型
観
光「
伊
賀
ぶ
ら
り
体
験
博
覧
会
い
が
ぶ
ら
２
０
１
６
」の

パ
ー
ト
ナ
ー
を
募
集
し
ま
す

【申込先・問い合わせ】
　〒 518-0873
　伊賀市上野丸之内 500 番地
　ハイトピア伊賀３階
　㈱まちづくり伊賀上野
　☎／ＦＡＸ   050-5204-2828
【問い合わせ】　観光戦略課
　☎ 22-9670　ＦＡＸ   22-9695　
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不妊治療費・不育症治療費の助成
◆ 助成対象や助成内容を変更しました

【問い合わせ】健康推進課
　☎ 22-9653　ＦＡＸ 22-9666

◆特定不妊治療費（体外受精・顕微授精）助成事業
　特定不妊治療（体外受精または顕微授精で採卵に至ったもの）を受けた夫婦を対象に
治療費の一部を助成しています。

①三重県特定不妊治療費助成事業 ②伊賀市特定不妊治療費助成事業
※①と合わせて申請

助成要件

○特定不妊治療以外の方法では妊娠の見込みがないか、極めて少ないと医師に診断され　
　た法律上の夫婦であること
○指定医療機関で治療を受けたものであること
○夫婦の双方またはどちらかが伊賀市に住民登録されていること

所得制限 夫婦の前年の所得の合計額（１～５月の申
請は前々年の所得）が 730 万円未満

夫婦の前年の所得（１～５月の申請は前々
年の所得）の合計額が 400 万円未満

助成上限額
１回あたり、上限 15 万円または 7 万 5 千円
初回申請時のみ 30 万円
※治療内容により上限額が異なります。

１回あたり、上限 10 万円
初回申請時の助成はありませんが、治療内
容によって助成があります。

助成回数 ○ 39 歳以下：通算６回まで
○ 40 ～ 42 歳：通算３回まで

○ 39 歳以下：通算５回まで
○ 40 ～ 42 歳：通算２回まで

※助成回数は、これまでに助成を受けた回数や県外で助成を受けた回数も通算されます。
※通算回数は、初めて助成を受ける際の治療開始時の妻の年齢で判断します。
※妻の年齢が 43 歳以上の場合は、助成対象外となります。

提出書類や申請方法など詳しい内容については、お問い合わせください。　
【申請先・問い合わせ】　健康推進課

◆一般不妊治療費（人工授精）助成事業

◆男性不妊治療費助成事業 ◆不育症治療費助成事業

◆第２子以降の特定不妊治療費に対する助成回数
　追加事業

≪対象者≫　特定不妊治療の一環として行われる男性
を対象とする保険適用外の手術などを受けた夫婦
≪助成内容≫
　特定不妊治療費助成事業に加えて、三重県は 15 万
円、伊賀市は５万円を上限に助成します。

≪対象者≫　妻の年齢が 43 歳未満で、１人以上の実
子がいる、所得合計額が 400 万円未満の夫婦のうち、
平成 26 年度以降に新規で特定不妊治療費の助成を受
け、助成上限回数を超過した夫婦
≪助成内容≫
　初回助成の対象となった治療期間の初日における妻
の年齢が 40 歳未満の場合は２回まで、40 歳以上 43
歳未満で平成 26 年度に新規で特定不妊治療費助成事
業の助成を受けた場合は３回まで、平成 27 年度以降
に新規で特定不妊治療助成事業の助成を受けた場合は
５回まで治療費の一部を助成します。
※１回あたり上限 15 万円

≪対象者≫
　保険適用外の不育症治療・検査を受けた、所得合計
額が 400 万円未満の夫婦
≪助成内容≫
　１年度１回限り、上限 10 万円

≪対象者≫
　保険適用外の人工授精による不妊治療を受けた人
で、次の要件をすべて満たしている人
○医師に一般不妊治療が必要であると診断された法律
　上の夫婦
○夫婦の双方またはどちらかが伊賀市に住民登録され
　ていること
○夫婦の前年の所得（１～５月
　の申請は前々年の所得）の合
　計額が 400 万円未満
≪助成内容≫
　１年度１回限り通算５年まで
　１回あたり上限３万円
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～
多
様
な
性
を
知
り
、
す
べ
て
の
人
が
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
に
～

 
平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら

 
伊
賀
市
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
が
始
ま
り
ま
す

同
姓
カ
ッ
プ
ル
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
書
を

市
が
受
け
取
り
、
受
領
証
を
交
付
し
ま
す

　

市
で
は
、「
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
許
さ
ず
、

互
い
を
尊
重
す
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
め
ざ

し
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
大
切
に

さ
れ
る
社
会
の
中
で
、
性
の
多
様
性
を
認

め
合
い
、
誰
も
が
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る

よ
う
、「
伊
賀
市
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
宣

誓
の
取
扱
い
に
関
す
る
要
綱
」
を
４
月
１

日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
互
い
を
そ
の
人
生
の
パ
ー
ト

ナ
ー
と
約
束
し
た
同
性
カ
ッ
プ
ル
の
宣
誓

書
を
市
が
受
け
取
り
、
一
定
の
条
件
を
満

た
し
て
い
る
場
合
、
２
人
を
パ
ー
ト
ナ
ー

と
認
め
、
受
領
証
を
交
付
す
る
も
の
で
す
。

　

受
領
証
は
、
上
野
総
合
市
民
病
院
で
の

手
続
き
や
、
市
営
住
宅
へ
の
入
居
申
込
手

続
き
を
す
る
と
き
に
活
用
で
き
ま
す
。

【
対
象
者
】

①
20
歳
以
上
で
独
身
で
あ
る
こ
と

②
双
方
が
市
内
在
住
、ま
た
は
ど
ち
ら
か
が

　
市
内
在
住
で
、他
の
一
方
が
市
内
に
転
入

　
予
定
で
あ
る
こ
と　

　

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

人
権
政
策
・
男
女
共
同
参
画
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①
申
し
込
み

　
宣
誓
書
の
提
出
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。

事
前
に
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
で
人
権
政
策
・
男
女
共
同
参

画
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
担
当
者
と

面
談
す
る
日
時
を
決
定
し
ま
す
。

②
必
要
書
類
の
準
備

　

２
人
そ
れ
ぞ
れ
の
住
民
票
・
独
身
証
明

書
を
面
談
ま
で
に
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

③
提
出

　

予
約
日
に
、
２
人
で
面
談
場
所
ま
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。
担
当
者
が
聞
き
取
り
を

行
い
、
宣
誓
書
と
書
類
を
提
出
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

④
交
付

　

書
類
と
聞
き
取
り
の
内
容
を
確
認
し
、

市
が
２
人
を
パ
ー
ト
ナ
ー
と
認
め
た
場
合
、

受
領
証
を
交
付
し
ま
す
。

※
宣
誓
書
を
提
出
し
た
日
に

　
受
領
証
を
交
付
す
る
こ
と

　
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
人
権
政
策
・
男
女
共
同
参
画
課

　
☎
47
・
１
２
８
６　
ＦＡＸ
47
・
１
２
８
８

　
　

jinken-danjo@
city.iga.lg.jp

性
別
は
「
男
」
と
「
女
」
の
２
つ
だ
け
？

　

人
の
性
の
あ
り
方
は
、
長
い
間
「
男
」

と「
女
」の
２
つ
に
分
類
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

生
ま
れ
た
と
き
の
「
か
ら
だ
の
性
」
が
男

性
の
場
合
、「
男
ら
し
く
」「
た
く
ま
し
く
」

と
い
っ
た
社
会
的
な
性
別
役
割
が
与
え
ら

れ
、
異
性
で
あ
る
女
性
を
好
き
に
な
る
こ

と
が
当
た
り
前
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、「
か
ら
だ
の
性
」
が
男
性
で
も
、

「
こ
こ
ろ
の
性（
性
自
認
）」が
女
性
で
あ
っ

た
り
、「
好
き
の
性
（
性
的
指
向
）」
が
同

性
の
男
性
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
一
般
的

と
考
え
ら
れ
て
き
た

性
の
あ
り
方
に
当
て

は
ま
ら
な
い
人
を
性

的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ（
性

的
少
数
者
）
と
い
い
、
レ
ズ
ビ
ア
ン
（
女

性
同
性
愛
者
）・
ゲ
イ
（
男
性
同
性
愛
者
）・

バ
イ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
（
両
性
愛
者
）・
ト

ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
（
か
ら
だ
の
性
に
違

和
感
を
持
つ
人
）
の
頭
文
字
を
と
っ
て
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
昨
年
４
月
に
行
わ
れ
た
あ
る
調
査
で
は
、

人
口
の
７
．６
％
、
約
13
人
に
１
人
は
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
に
該
当
す
る
と
い
う
結
果
が
出
て
い

て
、
こ
れ
は
決
し
て
少
な
い
と
は
言
え
な

い
数
字
で
す
。
左
利
き
の
人
や
、
血
液
型

が
AB
型
の
人
と
同
じ
く
ら
い
の
割
合
で
皆

さ
ん
の
周
り
に
も
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す

が
、「
私
の
周
り
に
は
い
な
い
」
と
感
じ
る

人
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

誰
に
も
相
談
で
き
ず
に
苦
し
む
当
事
者
も

　
多
様
な
性
へ
の
理
解

が
進
ん
で
い
な
い
今
の

社
会
で
は
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

当
事
者
は
、
子
ど
も

の
頃
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
差
別
や
偏
見
を
受

け
、
自
ら
を
否
定
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
家
族
に
も
相
談
で
き
ず

に
、孤
立
感
を
深
め
て
苦
し
ん
で
い
ま
す
。

　

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
当
事
者
が
差
別
や
偏
見
を
恐

れ
て
周
囲
に
言
え
な
い
た
め
に
、
そ
の
存

在
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
ず
、
何
気
な
い

言
葉
で
当
事
者
を
傷
つ
け
て
い
る
こ
と
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
す
べ
て
の
人
が
自
分
ら
し
く
い
き
い
き

と
暮
ら
せ
る
社
会
に
す
る
た
め
に
は
、
一

人
ひ
と
り
が
「
多
様
な
性
の
あ
り
方
」
に

正
し
い
理
解
を
持
ち
、
お
互
い
を
尊
重
し

合
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

宣
誓
と
受
領
証
交
付
の
流
れ
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お
知
ら
せ
拡
大
版

ま
ち
か
ど
通
信

お
知
ら
せ

募
　
集

コ
ラ
ム

図
書
・
救
急
な
ど

催
　
し

上野公民館講座・教室のご案内
◆ 平成 28年度の講座・教室を紹介します

【問い合わせ】上野公民館
　☎ 22-9637　ＦＡＸ 22-9692

【申込期間】
　４月６日㈬～ 20日㈬　午前９時～午後５時　	
※定員を超える申し込みがあった教室は、抽選により
　受講者を決定し、結果を郵送で通知します。

※受講者は毎回必ず参加してください。
【申込方法】　上野公民館、上野支所管内の 21公民館
分館にある用紙に必要事項を記入の上、提出していた
だくか、上野公民館へ直接電話で申し込んでください。

※開催日時は、都合により変更することがあります。
※定員の半数に満たないときは、開講できない場合が
　あります。
※①は8月、④は８月・10月に休講します。
※①は対象年齢以外の人でも受講していただけます。

※パソコン教室は広報いが市９月１日号で募集します。
※会場はハイトピア伊賀５階多目的大研修室で、②の
　３回目のみ４階多目的室で実施します。

【申込先】　上野公民館　※土・日曜日は☎ 22-9801
※市民を優先しますが、市外の人でも申し込めます。

No 講座・教室名 学習内容 対　象 開催日時

① 悠々講座（９回）
文化財や人権、文学をはじめ幅広い教養、趣味
的な学習を通して、豊かで潤いのある高齢期を育
みます。

60歳以上の人
＊定員：150人

5月～平成 29年 2月の
おおむね毎月第 4火曜日
午後 1時 30分～ 3時
※５月は第５火曜日

②
だんじりセミ
ナー
（３回）

世界無形文化遺産の登録に向けて、「上野天神祭
のダンジリ行事」をはじめ、全国の山・鉾・屋台
行事について学びます。≪講師：増田雄さん≫

20歳以上の人　
＊定員：50人

6月22日㈬・8月24日㈬・
10月 19日㈬　　　
午後 1時 30分～ 3時
※ 10月 19日のみ、午後2時
　30分～ 4時

③
「脳＆足筋」体
幹予防講座
（４回）

認知症や転倒予防を改善し、健康でいきいきと
した生活ができるように、心と身体のバランス
を整えていきます。≪講師：佐藤実さん≫

20歳以上の人　
＊定員：30人

６月９日㈭・７月 14日㈭・
８月 18日㈭・９月８日㈭
午後 1時 30分～ 3時　

④ 健康体操教室（７回）
音楽あり、おしゃべりあり、ひとりではなかな
か続かない運動もみんなと楽しくできるので長
続き！≪講師：八賀八千代さん≫

20歳以上の人
＊定員：50人

6月～平成 29年 2月の
毎月第 3金曜日　
午後 1時 30分～ 3時

国民年金のはなし
◆ 将来の安心のために

【問い合わせ】保険年金課
　☎ 22-9659　ＦＡＸ 26-0151

年金の加入方法は人によって違います 
　日本では、国内に住んでいる 20歳以上 60歳未満
のすべての人が国民年金に加入することになっていま
す。加入者は、職業などによって次の３つに分かれ、
加入手続きがそれぞれ異なります。
○第１号被保険者
　自営業者・学生・フリーター・無職などの人で、加
入手続きは住所地の市区役所・町村役場の国民年金担
当窓口で本人が行います。
○第２号被保険者
　会社員や公務員など、厚生年金保険制度に加入して
いる人で、加入手続きは勤務先が行います。
○第３号被保険者
　第２号被保険者に扶養されている配偶者で、加入手
続きは第２号被保険者の勤務先が行います。

年金を増やしたい人へ～付加年金をご存じですか～
　第１号被保険者や任意加入被保険者の人は、定額保
険料に加えて付加保険料（400円／月）を納めると、
老齢基礎年金に付加年金を上乗せして受け取ることが
できます。

【付加年金の年金額】　200円×付加保険料納付月数
※申し込んだ月分から納めていただきます。
※付加保険料を納付している人が、納付を辞退する場
　合は、付加保険料納付辞退申出書の提出が必要です。
※国民年金基金に加入している人は、付加保険料を
　納めることはできません。
　詳しくはお問い合わせください。

【付加保険料の申込先・問い合わせ】
　保険年金課・各支所住民福祉課
　津年金事務所　☎ 059-228-9112
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納期限内に納めましょう
固定資産税（１期）
※納税は便利な口座振替で
【問い合わせ】
　収税課　☎ 22-9612

●納期限　５月２日 （月）●納期限　５月２日 （月）

介護保険料の
仮徴収額通知書を発送します

お知
らせ
お知
らせ

　65 歳以上の人（第１号被保険者）
を対象に、平成 28 年度介護保険料
の仮徴収額通知書を４月７日㈭に発
送します。
　今回お届けする通知書の保険料額
は、前年度の保険料段階をもとに算
定したものです。年間保険料額は、
平成 28 年度市民税の課税状況をも
とに７月に確定し、改めてお知らせ
します。
　なお、特別徴収を継続する人に
は、今回の仮徴収額通知書を発送し
ませんが、徴収額に変更がある人に
は、介護保険料額変更通知書を発送し
ます。

【問い合わせ】
　介護高齢福祉課
　☎ 26-3939　FAX 26-3950

便利な「合冊版時刻表」を
ご利用ください

お知
らせ
お知
らせ

　市では、春の鉄道ダイヤ改正にあ
わせて、市内の鉄道路線をより便利
にご利用いただくため、各路線の連
絡時刻が分かるポケットサイズの時
刻表を作成します。
　JR 関西本線・伊賀鉄道伊賀線・
近鉄大阪線の乗り継ぎが分かりやす
いものになっています。巻末には、
上野コミュニティバス「しらさぎ」
の時刻表も載っていますので、ぜひ
ご活用ください。

【配布開始日】
　４月 11 日㈪　
※変更する場合があります。

【配布場所】
　本庁・各支所・各地区市民セン
ター・上野市駅など

【問い合わせ】
　交通政策課
　☎ 22-9663  FAX 22-9852

　経済的な理由で学用品費や給食費
など、学校でかかる費用にお困りの
人に、学校へ納入した費用の一部を
市が援助します。
　希望する場合は、申請が必要です。
なお、年度ごとに認定しますので、
前年度から引き続き援助を希望する
場合も必ず申請をしてください。
※生活保護と重複する内容の援助は
　受けることができません。

【対象者】
　市立小・中学校に在籍する児童・
生徒の保護者
※所得制限があります。

【申請先】
　在籍する小・中学校

【支給時期】
　年３回（７月・12 月・３月）に
分けて支給します。

【支給対象と予定額（４月認定の場合）】
※①小学校　②中学校
○学用品費：全学年
　① 11,420 円　② 22,320 円
○通学用品費：１年生以外
　① 2,230 円　② 2,230 円
○新入学児童生徒学用品費：４月認
　定の１年生
　① 20,470 円　② 23,550 円
○校外活動費（宿泊を伴わない）：
　全学年
　① 1,570 円　② 2,270 円
○学校給食費：全学年
　① 35,500 円　② 40,700 円
○通学費：公共交通機関を利用した
　通学に限る。
　①実費額（片道４km 以上）
　②実費額（片道６km 以上）
○修学旅行費：修学旅行実施学年
　①②実費額
○校外活動費（宿泊を伴う）：
　校外活動実施学年（交通費・見学
料に限る。）
　①上限 3,620 円　②上限 6,100 円
○医療費：学校病 (※)の治療に限る。
　①②健康保険加入の場合の３割（自
　己負担）分
※ 学校病とは…トラコーマ・結膜炎・
　白

は く せ ん

癬（水虫）・疥
か い せ ん

癬・膿
の う か し ん

痂疹（と
　びひ）・中耳炎・慢性副鼻腔炎（蓄
　のう症）・アデノイド・う歯（虫歯）・
　寄生虫病

【問い合わせ】　
　各小・中学校
　学校教育課
　☎ 47-1282　FAX 47-1290

平成 28 年度就学援助制度お知
らせ
お知
らせ

　消防本部から、救急車の適正利用
についてのお願いです。
◆救える命を救うために
　昨年の伊賀市内の救急
件数は 4,521 件で、1 日
平均約 13 件、救急車が
出動したことになります。
　また、救急搬送された人の約 51％
が、入院を必要としない軽症でした。
　救急要請の中には、症状に緊急
性がなくても、「どこの病院に行け
ばよいかわからない」 「便利だから」 
と 救急車を呼ぶ人がいます。 また、

「平日は休めない」 「日中は用事があ
る」などの理由で、救急外来を夜間
や休日に受診する人もいます。
　救急件数が多くなると遠くの救急
隊が出動する確率が高くなるため、
現場への到着時間が遅れてしまい、
救える命が救えなくなる恐れがあり
ます。救急車の適正な利用にご協力
をお願いします。
◆次のような場合は、まず連絡を
○受診可能な病院がわからない場合
　三重県救急医療情報センター
　☎ 24-1199
○判断に迷ったとき
　伊賀市救急相談ダイヤル 24　
　☎ 0120-4199-22
◆講習会などを開催しています
　消防本部では、平成 28 年度に４
回の公募型救命講習会を開催します。
※第１回の公募型救命講習につい
　ては、広報いが市８月 15 日号で
　お知らせします。
　また、団体での申し込みの場合は、
いつでも開催させていただきます。
　大切な人の命を守るため、いざと
いうときのために応急手当の方法を
身につけましょう。

【問い合わせ】　消防本部消防救急課
　☎ 24-9116　FAX 24-9111

救急車を適正に
利用するために

お知
らせ
お知
らせ

お詫びと訂正お知
らせ
お知
らせ

　広報いが市３月 15 日号の 12 頁
に掲載した人権相談の日程に誤りが
ありました。
　お詫びして訂正します。

《誤》　４月 11 日㈮
《正》　４月 11 日㈪
【問い合わせ】
　人権政策・男女共同参画課
　☎ 47-1286　FAX 47-1288



市ホームページアドレス　http://www.city.iga.lg.jp/

16広報いが市 2016 年（平成 28 年） ４月１日号17 広報いが市 2016 年（平成 28 年） ４月１日号

お
知
ら
せ
拡
大
版

ま
ち
か
ど
通
信

お
知
ら
せ

募
　
集

コ
ラ
ム

図
書
・
救
急
な
ど

催
　
し

重度障がい児（者）
タクシー等利用料金・

自動車等燃料費助成

お知
らせ
お知
らせ

　重度の障がいのある人が社会参加
や医療機関への通院などをするため
の交通費を助成します。
　タクシー券・自動車燃料券・原動
機付自転車燃料券のいずれかを選択
してください。

【対象者】
　次のいずれかに該当する手帳をお
持ちの人
○身体障害者手帳１級・２級
○療育手帳 A1・A2
○精神障害者保健福祉手帳１級
※平成 28 年度から伊賀市障がい
　児（者）訓練施設等通所費助成を受
　給する人は対象となりません。

【助成額】
○タクシー等乗車券、自動車燃料券
　年間7,200円（1カ月当たり600円）
○原動機付自転車燃料券
　年間3,600円（1カ月当たり300円）
※年度の途中に手帳が新たに交付さ
　れた場合は、交付月以降の分とな
　ります。

【申請方法】
　障害者手帳・印鑑（自動車燃料券・
原動機付自転車燃料券の場合は免許
証・車検証または車両番号の分かる
もの）を持参の上、障がい福祉課ま
たは各支所住民福祉課で申請してく
ださい。

【申請先・問い合わせ】 
　障がい福祉課
　☎ 22-9656　FAX   22-9662
　各支所住民福祉課

【と　き】　４月 26 日㈫
　午後 1 時 30 分～ 4 時

【ところ】　ゆめぽりすセンター
【内　容】　認知症の人を介護する家
族の情報交換の場です。

【参加費】　200 円
※認知症の人は無料。会員は 100
　円。申し込み不要。認知症の人が　
　参加する場合は、事前に問い合わ
　せてください。

【問い合わせ】
　地域包括支援センター（中部にん
にんサポート伊賀）
　☎ 26-1521　FAX   24-7511

認知症の人と家族の会
「伊賀地域つどい・交流会」

催し

【と　き】
　４月４日㈪～ 27 日㈬
　午前８時 30 分～午後５時
※土・日曜日は除く。

【ところ】　大山田農村環境改善セン
ター　１階ロビー

【内　容】
　「知らずに使っている不快語」
　普段何気なく使っている言葉の中
には、実は相手にとっては不快な言
葉であるということがあります。普
段の会話に出てくる言葉を掘り下げ
て丁寧に考えるパネル展です。

【問い合わせ】
　寺田市民館　☎／FAX  23-8728

寺田市民館
「じんけん」パネル展

催し

　菜の花プロジェ
クトの一環として、
菜の花を見て、食
べて、楽しむまつ
りを開催します。

【と　き】
　４月 10 日㈰
　午前 10 時～午後３時

【ところ】　長田小学校　グラウンド
【内　容】
　各種飲食・販売ブース・キッズダ
ンスなど

【問い合わせ】　農林振興課
　☎ 43-2302　FAX   43-2313

菜の花まつり催し

伊賀市障がい者地域自立支援
協議会委員

募集

　伊賀市障がい者地域自立支援協議
会の議論の場に市民の皆さんの積極
的なご意見を反映させるため、自立
支援協議会委員を募集します。

【募集人数】　１人
【応募資格】
　市内在住または在勤・在学の満
20 歳以上の人

【開催回数】　年 2 回程度
※原則として平日の昼間 2 時間程度

【任　期】
　6 月 1 日～平成 30 年 3 月 31 日

【報　酬】　6,000 円／日
※市の規定に基づく。

【応募方法】
　「伊賀市障がい者地域自立支援協
議会委員への応募動機」を 1,000
字程度（様式は自由）にまとめ、住所・
氏名（ふりがな）・生年月日・性別・
電話番号を記入の上、郵送・ファッ
クス・Ｅメール・持参のいずれかで
提出してください。

【選考方法】　作文審査
※委員の男女比、年齢構成などを考
　慮の上、選考します。
※結果は、5 月中に通知します。

【応募期限】　5 月 2 日㈪　※必着
【応募先・問い合わせ】 
　〒 518-8501
　伊賀市上野丸之内 116 番地
　伊賀市健康福祉部障がい福祉課
　☎ 22-9657　FAX  22-9662
　　shougai@city.iga.lg.jp

　市では、ふるさと応援寄附金制度
（ふるさと納税）で、寄附された人
に返礼品を贈呈しています。
　今年度、ふるさと応援寄附金制度
をより充実させるために、返礼品を
見直すこととし、市内の事業者など
から広くご提案いただけるよう協力
事業者を募集します。
　詳しくは、市ホームページをご覧
いただくか、電話・ファックス・E
メールのいずれかでお問い合わせく
ださい。

【応募期限】　４月 15 日㈮
【応募先・問い合わせ】
　総合政策課
　☎ 22-9620　FAX  22-9672
　　sougouseisaku@city.iga.lg.jp

ふるさと応援寄附金の
返礼品協力事業者

募集

　離婚・相続・借金などのトラブル
によりお困りで、収入状況など一定
の要件に当てはまる人を対象に、民
事法律扶助による弁護士の巡回無料
法律相談会を開催します。

【と　き】
　４月 20 日、６月 15 日、８月 17 日
　すべて水曜日　午後１時～４時

【ところ】　上野ふれあいプラザ　３
階ボランティア活動室

【定　員】　６人　※先着順
【申込方法】　それぞれの開催日の前
日の午後５時まで

【申込先・問い合わせ】
　日本司法支援センター三重地方事
務所（法テラス三重）
　☎ 050-3383-5470

【問い合わせ】　市民生活課
　☎ 22-9638　FAX  22-9641

法テラス三重
巡回無料法律相談会

募集
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　青山支所周辺と初瀬街道の一部で、第 11回初瀬街道
まつりが開催されました。
　青山ホール前では、さくら保育園の園児によるダンス
や青山太鼓保存会による迫力ある演奏など、さまざまな
イベントが行われました。
　初瀬街道沿いには、旅

は た ご
籠の暖

の れ ん
簾や手作りの水車が展示

され、かつての宿場町を思い起こさせる光景に、多くの
人が街道の雰囲気を楽しみました。

初瀬街道まつり（３月６日）

かつてのにぎわいを再現

▲竹工房キャラバン先生の
　コーナーで、竹細工作り
　に挑戦する子ども。

▲会場には、特産品を販売する
　ブースなど、さまざまな出店
　が並び、にぎわいました。

　ハイトピア伊賀で離乳食教室を開催しました。
　健康推進課に所属する栄養士による離乳食についての
講話のあと、グループに分かれて離乳食づくりに挑戦し
ました。
　講話の中で栄養士は、離乳食をいつ頃始めればよいか、
どのような食材を食べさせればよいのかなどについて話
し、参加者は熱心に聞き入っている様子でした。
　この日は、離乳食の作り方を学ぶとともに、月齢の近
い子どもを持つ親同士が交流を深める機会となりました。

離乳食教室（３月 10 日）

おいしくできるかな

まちかど通信

▲講話の様子
▼（写真左下）できあ
　がった離乳食を試
　食する参加者。
　（写真右下）実習で
　は、10倍がゆやか
　ぼちゃマッシュな
　どを作りました。

※掲載広告について不明な点は直接広告主へお問い合わせください。
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　ハイトピア伊賀でサークルまつりが２日間開催さ
れました。
　開会に先立ち、民踊サークルの皆さんが伊賀上野
音頭で会場を盛り上げました。
　舞台・フロア部門では、民踊やマジック、大正琴
のサークルなど、10の団体が日頃の練習の成果を発
揮しました。
　展示部門では、書道や絵画のサークルなど、10の
団体がそれぞれの力作を展示し、訪れた人は感想を
言い合うなどして楽しみました。

サークルまつり（３月 12・13 日）

サークル活動の交流の場

大
切
な
命
を
救
お
う

　
み
な
さ
ん
は
、
目
の
前
で
人
が

倒た
お

れ
て
い
た
ら
「
大だ
い
じ
ょ
う
ぶ

丈
夫
で
す

か
？
」
と
声
を
か
け
た
り
、
救
急

車
を
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ん
だ
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す
る
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か
。
呼こ

吸き
ゅ
うが

で
き
な
く
な
っ

た
人
や
、
心し
ん
ぞ
う臓

が
止
ま
っ
た
人
に

は
、
１
秒
で
も
早
い
応お

う
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手
当
が
必
要
で
す
。

　

今
回
は
、
い
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き
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助
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な
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よ
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に
、心し
ん
ぱ
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心
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ま
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思
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１
分
間
に
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本紙 16ページの
「救急車を適

てき

正
せい

に利用するために」に
ついて、わかりやすく解

か い せ つ

説します。

こども広場
「応
おう

急
きゅう

手当を身につけよう」

に利用するために」に
します。

に利用するために」に
します。

に利用するために」にに利用するために」に
します。

に利用するために」にに利用するために」に

▲腹話術を使ったマジック
　では、ユーモラスな話し
　方や仕草で笑いを誘いま
　した。

▲（写真上・下）気持ちのこもっ
　た作品が展示されました。

「
誰だ
れ

か
来
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く
だ
さ
い
！
」

「
あ
な
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。
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い
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夫ぶ

で
す
か
？
」
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◆災害時、「クラッシュ症候群」による急変が発生
　21年前の阪神・淡路大震災のとき、倒壊した建物
の下から助け出された人が、大きなけがもしていない
のに、数時間後、急な体調の変化により亡くなってし
まうことが多く起こりました。
　これは体が、がれきなどの重い物に長時間挟まれ、
そこから開放されたときに起こる「クラッシュ（挫

ざ

滅
めつ
）症候群」と呼ばれる症状が原因でした。重い物に
体が挟まれ、長時間にわたって筋肉が圧迫されると、
血流の阻害で筋肉の組織が破壊され、その周辺に毒性
の高い物質が蓄積されます。この物質が、体の圧迫の
開放とともに血流を通じて全身に広がり、主に心臓や
腎臓に致命的な影響を及ぼすのです。
◆治療の遅れが命とりに
　また、クラッシュ症候群は、助け出された直後、一
見してわかるような症状が出ない場合が多く、重症で
もわかりにくいのが特徴で、一刻も早く専門的な治療
を受ける必要があります。災害現場や専門病院で治療
を受ければ助かる可能性は高くなりますが、大災害の

発生時には医療をすぐに受
けることができない状況も
考えられます。
◆普段からの備えが命を守る
　大切なことは、そうならないために普段から備えて
おくことです。つまり、建物の耐震補強をしておくこ
と、家具などの転倒防止をしておくことです。
　近い将来必ず起こるといわれている南海トラフ地震
では、市内の約 9割の地域で震度 6弱以上の揺れが
発生して、最大で 1,900 棟の建物が全壊し、最大で
600 人が倒壊した建物から自力で脱出できないと想
定されています。
　防災・減災の取り組みで大切なことは、「まず自分
や家族の命を守ること」です。
　私たちが普段からやっておくべきことを、もう一度
考えてみませんか。
【問い合わせ】
　総合危機管理課
　☎ 22-9640　℻   24-0444

防災ねっと

生きて救出されたのに助からなかった!?

　伊賀は周りを山に囲まれていますが、自信を持ってそ
れらの山の名前を言える人は意外と少ないのではないで
しょうか。山にはそれぞれに特徴があり、歴史や信仰に関
係するなど私たちの暮らしにも深いつながりがあります。
　例えば、北には高くそびえる高旗山があり、新居地区
では元日に登山をする山として親しまれています。伊賀
からは険しく見えますが、登ると滋賀県側はなだらかな
山です。これは、木津川断層帯によるずれが原因で、そ
の形状から伊賀盆地の成り立ちを見ることができます。

名前の由来は、江戸中期
から明治にかけて山頂か
ら大阪の米相場を手旗信
号で伊賀に伝えたことか
らきているそうです。
　そして、東には信仰の
山である霊山があります。
織田信長の伊賀攻めで
寺院は焼失したそうです
が、かつての信仰の様子

がうかがえる経
きょう
塚
づか
がその名残をとどめています。

　また、西には、同じく信仰の山である神
こう
野
の
山
やま
があり、

さらに南を見ると、大
おお
洞
ぼら
山
やま
や「伊賀富士」と呼ばれる尼ヶ

岳があります。ほかにも、鎧岳、兜岳、倶
く
留
ろ
尊
そ
山
やま
など、

ハイキングや登山で人気の山々が並びます。また、近
くには笠取山を含む布引山地が横たわり、風力発電の
地域として有名です。このように、周囲を見渡すとさ
まざまな山やそれにまつわる話があります。
　柴

しば
を刈って燃料にしたり、多くのマツタケが収穫で

きたことは今や昔のことですが、その頃は山が豊かで
手入れも行き届き、猿や鹿が今ほど山からおりてくる
ことはありませんでした。獣害などが起こり始めたの
は、山をなおざりにした付けがきたのかもしれません。
　若い頃は、山に囲まれた環境から外に出たいと考え
ていましたが、外に出てみると伊賀の良さを実感する
ことが多くありました。私たちの生活を守り、文化を
育んでくれた山々のことをもう一度考えてみてはいか
がでしょうか。さて、あなたはいくつ山の名前を知っ
ていますか。　　　　　　　　　　 （市長　岡本　栄）

ー 四方を囲める山々 ー

市長の伊賀じまん

▲

高旗山からの風景

▲伊賀地域をとりまく山々

高旗山 霊山

油日岳
笹ヶ岳

笠取山

神野山

▲ ▲

尼ヶ岳

大洞山
三峰山

南宮山

倶留尊山
鎧岳
兜岳

▲

▲
▲
▲

▲▲

▲

▲

▲

▲

▲
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「言葉」の持つ力　－島ヶ原支所振興課－

　伊賀市では今なお、多くの差別事象が発生して
います。これは、人権が尊重される社会をつくろ
うと努力してきた先人の思いを考えると大変残念
なことです。
　島ヶ原地区でも、人権講演会などを実施して人
権啓発活動に取り組んでいますが、根本的な解決
にはまだ時間がかかりそうです。
　差別事象のほとんどは言葉によるもので、その
ような差別発言によって大変な痛みを感じている
人たちがいます。差別的な言動をしてしまう人、
あるいは関心を持たない人に共通してあてはまる
ことは、その人の痛みを想像できないこと、また、
自らに置き換えて考えられないことではないで
しょうか。
　言葉とは人と人の間に思いを伝えるものであり、
人に生きる力を与え、また人生をも変える力があ
ります。大切な人からの言葉を胸に刻み、それを

宝物にしている人も多いでしょう。
　しかし、ときに言葉は人の心を深く傷つける凶
器にもなります。その危険性をつい忘れて軽々し
く扱ってしまうことで、さまざまな人権侵害問題
が引き起こされるのではないでしょうか。
　私たちも、人権講演会に参加した人の「人権の
大切さにあらためて気付きました。」という言葉
が、これからさらに人権啓発に力を入れていこう
という原動力になっています。その一方で、何気
なく使われた言葉が多くの人を苦しめる差別発言
になってしまったケースを見てきました。こうし
た経験から、言葉の持つ力を正しく知ることは、
それを使う人間の可能性を広げることだと、改め
て実感するようになりました。
　人間が持つ可能性には、あらゆる差別のない社
会を創りあげていくことができる力が秘められて
いると思います。

■このコラムは毎回いろいろなテーマで人権についてお話しています。

明日に向かって　～差別をなくしていくために～

■ご意見などは人権政策・男女共同参画課 ☎ 47-1286　℻   47-1288　  jinken-danjo@city.iga.lg.jp へ

春の全国交通安全運動
『４月 10日㈰は交通事故死ゼロを目指す日』

【運動期間】
　４月６日㈬～ 15日㈮
【運動の基本】
　子供と高齢者の
　　　　交通事故防止

【運動の重点】
○自転車の安全利用の推進（特に自転車安全利用
　五則の周知徹底）
○後部座席を含めた全ての座席のシートベルトと
　チャイルドシートの正しい着用の徹底
○飲酒運転の根絶
【問い合わせ】
　　市民生活課
　　☎ 22-9638　℻   22-9641

　伊賀鉄道伊賀線を地域で愛
される鉄道にしていくため、
毎年恒例の伊賀線まつりが開
催されます。
　普段は入ることができない

上野市車庫で、次の催しが予定されています。あまり
伊賀鉄道に乗ったことがないという人も、この機会に
ぜひ一度、伊賀鉄道を体感してみてください。
【と　き】　５月３日（火・祝）　午前 10時～午後４時
【ところ】　伊賀鉄道上野市車庫（上野市駅下車すぐ）
【内　容】　軌道自転車の乗車体験、200系車両撮影会、
車掌体験、伊賀線ジオラマ・鉄道模型コーナー、鉄道
グッズの展示・販売（伊賀鉄道・近鉄など）・キャラ
クターとふれあおうなど　※予約制の催しあり
※内容は変更される場合があります。
【問い合わせ】
　交通政策課　☎ 22-9663　℻   22-9852
　伊賀鉄道㈱総務企画課　☎ 21-0863

伊賀線開業100周年記念「伊賀線まつり」

伊賀線だより

伊賀線開業100周年記念「伊賀線まつり」

▲伊賀線開業100周年の
　ロゴマーク
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図書館
　　だより
図書館
　　だより

■一般書　
『大和言葉つかいかた図鑑』　海野　凪子／文
『昭和のレトロパッケージ』　初見　健一／著
『働く君に伝えたい「お金」の教養』

出口　治明／著
■児童書
『築地市場　絵でみる魚市場の一日』

モリナガ　ヨウ／作・絵
『なでしこジャパン』　　　本郷　 陽二／編
『ちがいはっけん図鑑』　井戸　ゆかり／監修
■絵本
『ごはんのじかん』

　レベッカ・コッブ／ぶん・え
『ガスこうじょうききいっぱつ』

  シゲリ　カツヒコ／作

《問い合わせ》
　上野図書館　☎ 21-6868　℻   21-8999
　いがまち図書室（いがまち公民館内）　☎ 45-9122
　島ヶ原図書室（島ヶ原会館内）　☎ 59-2291
　阿山図書室（あやま文化センター内）　☎ 43-0154
　大山田図書室（大山田公民館内）　☎ 47-1175
　青山図書室（青山公民館内）　☎ 52-1110

□絵本
『かあちゃんえほんよんで』

かさい　まり／文、 北村　裕花／絵
　おとなりのまこちゃんが、毎晩絵本を読んで
もらっていると聞いて、けんちゃんも「えほん
よんで」とかあちゃんに頼もうとします。でも
美容師のかあちゃんは忙しそうで、なかなか言
い出すことができなくて…。

□一般書　
『みつばち高校生』　　　  森山　あみ／著
　長野県富士見高校には、全国でも珍しい「養
蜂部」があります。飼育し、観察するだけでは
なく、ミツバチを通しての地域交流など、さま
ざまな活動に取り組む高校生たちの毎日をつ
づった本です。

今月の新着図書

図書館（室）からのお知らせ

絵本の読み聞かせや紙芝居、手遊びなどをします。（30分～１時間程度）
４月の読み聞かせ

と　き ところ 催物（読み手）
９日㈯ 10：30～

上野図書館 おはなしの会
大山田図書室 おはなしたいむ（きらきら）

12日㈫ 10：30～ 阿山図書室 読み聞かせの会（はあと＆はあと）
13日㈬ 10：30～ いがまち図書室 ミニサロンひまわり
14日㈭ 10：30～ 上野図書館 えほんのひろば（ちいさなねこ）
17日㈰ 10：30～ 阿山図書室 読み聞かせの会（はあと＆はあと）

18日㈪ 10：00～ 島ヶ原子育て支援センター 読み聞かせ会（ネェよんで）

20日㈬ 10：30～ 上野図書館 えほんの森（よもよも）
21日㈭ 10：30～ 青山図書室 おはなしなあに？

23日㈯
10：00～ いがまち図書室 読み聞かせ会（ぶらんこ）
10：30～ 上野図書館 おはなしの会

27日㈬ 10：30～ 上野図書館 おひざでだっこのおはなし会

　ストーリーテリングのおはなし会です。本を持たずに
お話を語ります。５歳から大人まで楽しめる催しです。
【と　き】　４月 17日㈰　午前 10時 30分～
【ところ】　上野図書館　２階視聴覚室
【読み手】　おはなしコットン
【問い合わせ】　上野図書館

◆ことばで伝えるおはなし会
４月１日から
上野図書館は
　　午後７時まで 開館します
　学校や仕事の帰り、買い物に出か
けた際などに、ぜひご利用ください。

１位　『火花』　　　　　又吉　直樹／著
２位　『サラバ !（上）』　  西　加奈子／著
３位　『鹿の王（上）　生き残った者』
　　　　　　　　　　上橋　菜穂子／著
４位　『サラバ !（下）』　　　 　西　加奈子／著
５位　『祈りの幕が下りる時』　[加賀恭一郎シ　
　　　リーズ ]　　　　　　　東野　圭吾／著
６位　『ラプラスの魔女』　　  東野　圭吾／著
７位　『鹿の王（下）　還って行く者』

　上橋　菜穂子／著
８位　『悲嘆の門（上）』　　　宮部　みゆき／著
９位　『悲嘆の門（下）』　　　宮部　みゆき／著
10位  『虚ろな十字架』　　　  東野　圭吾／著

◆平成 27年度貸し出しランキング
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情報交流ひろば

【問い合わせ】　甲賀市広報課　☎ 0748-65-0675 【問い合わせ】　亀山市広報秘書室　☎0595-84-5021

となりまち　いが· こうか · かめやまとなりまち　い
甲賀市甲賀市

　県の無形民俗文化財に指
定されている水口曳山祭は、
宵宮、本祭の２日間にわた
り開催されます。
　豪華な曳山と活気あふれ
るお囃子は、江戸時代にこ
の祭りを創出した水口の町

衆のパワーを感じさせます。
【と　き】
○４月 19日㈫：「宵宮」
○４月 20日㈬：「本祭」
【ところ】　水口神社周辺
【アクセス】
　近江鉄道「水口城南駅」から徒歩約５分
※祭り開催中は、会場周辺の自動車の乗り入れが
　規制されます。ご注意ください。
【問い合わせ】
　甲賀市観光協会　☎ 0748-60-2690

～活気あふれるお囃
は や し

子～
水口曳山祭

亀山市亀山市
　

～武士の“日常”がわかる ! ～
第26回企画展「亀山藩政と武士の日常」

　亀山藩の武士であった加藤秀繁が遺した、33
年間にも及ぶ膨大な日記から、当時の亀山藩の状
況と、武士の日常の暮らしが分かってきました。
　藩政の様子、亀山藩の家臣の普段の動きや、その
年ごとに起こった出来事にも注目する展示です。
【と　き】
　４月 23日㈯～６月 12日㈰
　午前９時～午後５時
※企画展観覧料無料
※常設展示の観覧には別途観覧料が必要です。
【ところ】　亀山市歴史博物館企画展示室
（亀山市若山町７-30）
【アクセス】　JR 亀山駅から徒歩約 20 分、名阪
国道「亀山 IC」から
車で約 10分
【問い合わせ】
　亀山市歴史博物館
　☎ 0595-83-3000

◉伊賀市応急診療所（一次救急）【診療科目】　一般診療・小児科
【所在地】　上野桑町 1615番地　☎ 22-9990
【診療時間】　月～土曜日：午後８時～ 11時
　日曜日・祝日：午前９時～正午・午後２時～５時・午後８時～ 11時
※受付は、診療終了時刻の 30分前までにお願いします。
◆夜間・日曜日および祝日診療を行っている医療機関については、
　三重県救急医療情報センター（☎ 24-1199）へお問い合わせください。

◉伊賀市救急相談ダイヤル 24
☎ 0120-4199-22

（フリーダイヤル）
　医師・看護師などが 24時間年中
無休体制で、救急医療や応急処置な
どに関する相談に応じます。（通話
料・相談料：無料）

４月の二次救急実施病院

＊小児科以外の診療科です。

≪実施時間帯≫　平日：午後 5時～翌日午前 8時 45分
土・日・祝日：午前 8時 45分～翌日午前 8時 45分
≪実施時間帯（岡波総合病院）≫
月曜日：午後５時～翌日午前９時　水曜日：午後５時～翌日
午前８時45分　日曜日：午前９時～翌日午前８時45分
※月・水曜日が祝日の場合、午前９時～翌日午前８時45分
救急車での搬送限定ではありませんが、必ず事前に連絡
が必要です。
　【上野総合市民病院（☎ 24-1111）】
　【名張市立病院（☎ 61-1100）】
　【岡波総合病院（☎ 21-3135）】

◉各病院の受け入れ体制

※重症者が重なり、診察できない場合があります。また、非当番日は救急の受け入れを行いません。
※二次救急（重症）の人が対象です。

日 月 火 水 木 金 土
１
　上野

２
　名張

３
　名張

４
　岡波

５
　名張

６
岡波・名張

７
　名張

８
　上野

９
　上野

10
　岡波

11
　岡波

12　
　上野

13
岡波・名張

14
　名張

15
　上野

16
　名張

17
　名張

18
　岡波

19
　名張

20
岡波・名張

21
　名張

22
　上野

23
　上野

24
　岡波

25
　岡波

26
　上野

27
岡波・名張

28
　名張

29
　上野

30
　名張

＊小児科以外の
診療科です。
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カラダ
を作る

健康レ
シピ

材料（２人分）
ひじき ………………………5g（小さじ 2）
レタス…………………………40g（2 枚）
にんじん………………………30g（3cm）
とうもろこし（ゆで）…60g（大さじ 4杯）
◆わさびドレッシング
オリーブオイル…16g（大さじ 1と 1/3）
酢………………………16g（大さじ 1強）
淡口しょうゆ……………12g（小さじ 2）
練りわさび………………6g（小さじ 1強）
食塩……………………………………少々

1. ひじきを水でもどす。レタスは一口大に、
　にんじんは細い千切りにする。
2. 調味料をすべて混ぜ合わせ、食べる直前
　に材料と混ぜ合わせる。
（1人分：エネルギー128Kcal、塩分 2.6g ）

ひじきの
 ワサドレサラダ

　食事をとると、小腸から分泌されるインクレチン（消
化管ホルモン）が血糖値を下げるインスリンの分泌を促
します。このインクレチンは、食物繊維の多い食品を食
べることで分泌量が増える可能性があるといわれていま
す。また、食欲を抑える作用もあり、食物繊維の多いお
かずから先に食べることで、食べすぎや血糖値の上昇を
抑えることが期待できます。

上野総合市民病院 管理栄養士による病気にならないためのレシピです。

ひ
じ
き
の

ワ
サ
ド
レ
サ
ラ
ダ

サワラの木の芽焼き

厚揚げと玉ねぎの
みそ汁

若
竹
煮

ご飯

満腹感のある一品で太りすぎを防止しましょう！

明
治
期
に
建
て
ら
れ
た
農
家
型
の
建
物

で
、
茅か

や
葺ぶ

き
屋
根
の
木
造
平
屋
建
て
で
、
棟

と
下
屋
に
桟さ

ん
が
わ
ら瓦を

葺
き
ま
す
。
窯
元
ら
し

く
、
そ
こ
か
し
こ
に
焼
物
や
窯
道
具
が
飾

ら
れ
風
情
を
醸か

も
し
出
し
て
い
ま
す
。

　
別
荘
は
、
木
造
２
階
建
て
で
、
敷
地
の

西
端
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
大
正
期
に
増

築
さ
れ
、
主
屋
か
ら
離
れ
を
経
て
廊
下
で

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
２
階
は
入い

り
母も

屋や

造

り
で
、
１
階
の
屋
根
と
同
じ
く
桟
瓦
で
葺

き
、
１
階
に
張
り
出
し
た
洋
室
部
分
は

陸り
く

屋や

根ね

と
な
り
、 

パ
ラ
ペ
ッ
ト
に
は
洋

瓦
が
載
り
ま
す
。
和
風
の
一
部
に
洋
風
部

分
が
付
け
加
わ
る
シ
ル
エ
ッ
ト
は
、
茅
葺

の
母
屋
と
は
対
照
的
で
す
。

　
敷
地
内
に
は
、ほ
か
に
も
「
離
れ
」「
蔵
」

「
奥
の
蔵
」「
展
示
室
一
」「
展
示
室
二
」「
展

示
室
三
」「
工
房
一
」「
工
房
二
」「
体
験
工

房
」「
門
及
び
塀
」
が
あ
り
、
合
計
14
の
登

録
文
化
財
が
あ
り
ま
す
。

＊
１ 

平
面
状
の
屋
根
・
平
屋
根

＊
２ 

テ
ラ
ス
に
設
置
さ
れ
た
低
い
壁

文
化
財
課

　
☎
47
・
１
２
８
５　
℻  
47
・
１
２
９
０

２０１６年（平成２８年）４月１日　発行／伊賀市　編集／企画振興部広聴情報課
〒５１８－８５０１　伊賀市上野丸之内１１６番地　☎０５９５－２２－９６３６　℻  ０５９５－２２－９６１７　http://www.city.iga.lg.jp/

 

伊
賀
市
の
文
化
財 

97▲長谷園主屋（外観）

▲

長谷園主屋（内部）

▲長谷園別荘（外観）

▲

長谷園別荘（陸屋
　根からの眺め）

＊1

＊2

国
登
録
有
形
文
化
財
（
建
造
物
）

 

長
谷
園 

主
屋・別
荘
他（
丸
柱
）

　
長
谷
製
陶
㈱
（
長
谷
園
）
は
、
天
保
３

年
（
１
８
３
２
）
創
業
の
窯
元
と
し
て

１
８
０
余
年
の
歴
史
を
も
っ
て
い
ま
す
。

　
広
報
い
が
市
平
成
27
年
４
月
１
日
号
で

も
紹
介
し
た
と
お
り
、
建
物
は
江
戸
末
〜

明
治
・
大
正
期
に
建
て
ら
れ
た
も
の
が
現

存
し
、
平
成
23
年
（
２
０
１
１
）
10
月
28

日
に
は
、
大
正
期
に
建
て
ら
れ
た
管
理
事

務
所「
長
谷
園
大
正
館（
以
下
、「
長
谷
園
」

略
。）」
と
、
伊
賀
地
方
で
現
存
す
る
最
大

規
模
の
連れ

ん
房ぼ

う
式し

き
の
「
登
り
窯
」
が
国
の
登

録
有
形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
平
成
27
年
３
月
26
日
に
新
た

に
登
録
さ
れ
た
12
の
建
造
物
の
う
ち
、「
主

屋
」
と
「
別
荘
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

新
た
に
登
録
さ
れ
た
主
屋
は
、
江
戸
末
〜



担当部署 電話番号 FAX 番号 所 主な業務内容
総合危機管理課 ☎ 22-9640 24-0444 ① 防犯、防災、地域安全対策

総務課
行政庶務係 ☎ 22-9601 24-2440 ① 市行政一般、統計調査、選挙
文書法制係 ☎ 22-9602 例規、文書管理
市史編さん係 ☎ 52-4380 52-4381 ＊ 市史の編さん　

人事課 人事研修係 ☎ 22-9605 22-9616 ② 職員の人事・研修
給与厚生係 ☎ 22-9606 職員の給与・福利厚生

秘書課 ☎ 22-9600 24-7900 ① 秘書、渉外、儀式、表彰

契約監理課 入札契約担当 ☎ 22-9810 22-9837 ② 工事・物品などの入札、契約、入札参加資格の審査・登録
検査担当 ☎ 22-9685 工事の検査、材料検査、履行の指導助言

行財政改革推進課 ☎ 22-9622 24-2440 ① 行財政改革、行政評価、地方分権
総合政策課 ☎ 22-9620 22-9672 ① 市政の総合企画・総合調整
文化交流課 ☎ 22-9621 22-9694 ② 文化振興、芭蕉翁顕彰

広聴情報課 広報広聴係 ☎ 22-9636 22-9617 ② 広報紙、行政情報番組、情報公開、個人情報保護
情報政策係 ☎ 22-9625 FAX なし ＊ 情報政策、情報システムの運用管理

地域づくり推
進課

住民自治推進係 ☎ 22-9639 22-9694 ② 自治振興、市民活動支援、住民自治協議会の総括
移住交流係 ☎ 22-9680 移住交流

ゆめぽりすセンター ☎ 22-0310 22-0317 ＊ 市民活動支援

スポーツ振興課 振興係 ☎ 22-9635 22-9852 ② スポーツ振興
国体推進係 三重国体、高校総体

交通政策課 ☎ 22-9663 22-9852 ② 公共交通

管財課 管財係 ☎ 22-9610 24-2440 ① 市有財産管理、土地開発公社
庁舎整備推進係 庁舎整備

財政課 ☎ 22-9608 22-9694 ② 財政

課税課 市民税係 ☎ 22-9613 22-9618 ① 市県民税・軽自動車税の賦課
資産税係 ☎ 22-9614 固定資産税の賦課

収税課 収納管理係 ☎ 22-9615 22-9618 ① 税証明
収納係 ☎ 22-9612 市税徴収

債権管理課 ☎ 22-9675 22-9618 ① 滞納債権

市民生活課 市民生活係 ☎ 22-9638

22-9641 ①

市民相談、交通安全、斎苑、犬の登録
☎ 22-9702 多文化共生、国際交流

空き家対策係 ☎ 22-9676 空き家の相談・措置
消費生活相談専用ダイヤル ☎ 22-9626 消費生活相談

人権政策・男
女共同参画課

人権政策係 ☎ 47-1286 47-1288 ＊ 人権施策・平和行政の総合企画・推進
男女共同参画係 ☎ 22-9632 22-9666 ⑤ 男女共同参画推進施策の総合企画・推進

同和課 ☎ 47-1287 47-1288 ＊ 同和施策の計画・推進
八幡町市民館 ☎ 23-3157 23-5407 ＊ 人権啓発、地域福祉、地域交流、相談事業

しろなみ児童館 ☎ 24-2466 24-2466 児童館事業
下郡市民館 ☎ 37-0558 37-0184 ＊ 人権啓発、地域福祉、地域交流、相談事業
寺田市民館 ☎ 23-8728 23-8728 ＊ 人権啓発、地域福祉、地域交流、相談事業
いがまち人権センター ☎ 45-4482 45-9130 ＊ 人権啓発、地域福祉、地域交流、相談事業

まえがわ児童館 児童館事業
ライトピアおおやまだ ☎ 47-1160 47-1162 ＊ 人権啓発、地域福祉、地域交流、相談事業
青山文化センター ☎ 55-2411 55-2434 ＊ 人権啓発、地域福祉、地域交流、相談事業

老川児童館 児童館事業
住民課 ☎ 22-9645 22-9643 ① 戸籍、住民基本台帳、印鑑登録、埋火葬許可
環境政策課（環境センター） ☎ 20-9105 20-9107 ＊ 環境施策、環境教育、生活環境調査

人
権
生
活
環
境
部

財
務
部

企
画
振
興
部

総
務
部

別冊１

「
伊
賀
市
役
所 

組
織
と
電
話
番
号
の
一
覧
」（
別
冊
１
〜
４
ペ
ー
ジ
）は
、別
冊
で
す
。
抜
き
取
っ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
。

※本庁の組織について、一覧内の①～⑥は次の場所を示しています。＊印の部署は、①～⑥以外の施設に
　あるため、所在地などは各担当部署にお問い合わせください。

《本　庁》　①〒 518-8501　伊賀市上野丸之内 116 番地
②総務部・企画振興部・財務部・産業振興部の一部：

〒 518-0869　伊賀市上野中町 2976 番地の 1（上野ふれあいプラザ２階）
③産業振興部の一部、建設部：〒 518-1395　伊賀市馬場 1128 番地
④教育委員会の一部：〒 518-1422　伊賀市平田 652 番地の１
⑤産業振興部・教育委員会・健康福祉部・人権生活環境部の一部：

〒 518-0873　伊賀市上野丸之内 500 番地（ハイトピア伊賀）
⑥水道部・建設部の一部：〒 518-0131　伊賀市ゆめが丘７丁目４番地の４
市役所本庁総合番号案内 ☎ 22-9611 ／夜間・時間外受付（守衛室）☎ 22-9611 ／市役所代表ファックス  ＦＡＸ  24-2440

※市役所にご用の際は、各担当課へご連絡ください。
伊賀市役所 組織と電話番号の一覧

平成 28 年４月１日現在

※新庁舎が完成するまでの間、市役所の事務所を各施設に分散して配置しています。事務所の分散により
　大変ご迷惑をおかけしますが、所在地をお確かめの上、ご来庁ください。



別冊２

担当部署 電話番号 FAX 番号 所 主な業務内容

廃棄物対策課 ☎ 20-1050 20-2575 ＊

分別収集計画、ごみの減量化・リサイクル、環
境パトロール

さくらリサイクルセンター ☎ 20-9272 可燃ごみ・資源ごみの処理
☎ 20-9170 20-9171 ごみ収集（集積場パトロール・拠点収集）

浄化センター ☎ 23-1179 21-8704 ＊ し尿・浄化槽汚泥の処理、市直営で指定区域内の
し尿収集☎ 21-2109

不燃物処理場 ☎ 23-8991 FAX なし ＊ 不燃物の処理

医療福祉政策課
医療政策担当 ☎ 22-9705

22-9673 ①
地域医療施策、応急診療所

福祉政策担当 ☎ 26-3940 福祉政策・地域福祉の企画調整、民生委員・児童
委員の推薦

障がい福祉課 庶務担当 ☎ 22-9657 22-9662 ① 障がい者の福祉施策
障がい福祉担当 ☎ 22-9656 障がい者の福祉事業

生活支援課

保護第１係 ☎ 22-9651

22-9661 ①
生活保護保護第２係 ☎ 22-9652

生活支援係 ☎ 22-9650 生活困窮者自立支援
庶務係 生活保護の医療券の発行

こども未来課

企画総務係 ☎ 22-9654

22-9646 ①

児童福祉施策、少子化対策、児童手当
こども家庭係 ☎ 22-9677 放課後児童クラブ、子育て支援

家庭児童・女性・母
子・父子自立相談 ☎ 22-9609 家庭児童相談、女性相談、母子・父子自立相談

こども発達支援
センター ☎ 22-9627

22-9666 ⑤

こどもの発達に関する相談

子育て包括支援
センター ☎ 22-9665

子育て支援ファミリー・
サポート・センター ☎ 26-7830

保育幼稚園課 総務係 ☎ 22-9658 22-9646 ① 保育所（園）・幼稚園の施設管理
保育係 ☎ 22-9655 保育所（園）・幼稚園の入所（園）・運営

介護高齢福祉課
高齢福祉係 ☎ 22-9634

26-3950 ①
高齢者福祉施策

介護事業係 ☎ 26-3939 介護保険
認定調査係 ☎ 26-3941 要介護認定調査

福祉相談調整課
調整担当 ☎ 22-9668

22-9674 ①
相談にかかる会議などの調整

障がい者相談支援
センター ☎ 26-7725 障がい者の相談

地域包括支援 
センター

中部 ☎ 26-1521 24-7511 ① 高齢者の総合相談、介護予防事業
東部サテライト ☎ 45-1016 45-1055 ＊ 高齢者の総合相談、こども・障がい者の１次相談、

介護予防・健康推進南部サテライト ☎ 52-2715 52-2281 ＊

保険年金課 保険年金係 ☎ 22-9659 26-0151 ① 国民健康保険、国民年金
医療助成係 ☎ 22-9660 後期高齢者医療、福祉医療

健康推進課
（伊賀市保健セ
ンター）

☎ 22-9653 22-9666 ⑤
健康づくり事業、母子・成人保健事業、予防接種、
感染症予防、献血、栄養指導

いがまち保健福祉
センター ☎ 45-1016 45-1055 ＊

青山保健センター ☎ 52-2280 52-2281 ＊

農林振興課
計画係 ☎ 43-2301

43-2313 ③
農林業振興、集落営農、農地法、山村振興、畜産
業振興振興係 ☎ 43-2302

鳥獣害対策係 ☎ 43-2303 鳥獣害対策、狩猟

農村整備課 管理係 ☎ 43-2304 43-2305 ③ 国土調査、農林業施設の管理
整備係 土地改良事業、治山、農林業施設などの災害復旧

商工労働課   ☎ 22-9669 22-9628 ⑤ 商工業振興、雇用対策、企業誘致
観光戦略課 ☎ 22-9670 22-9695 ② 観光振興
中心市街地推進課 ☎ 22-9825 22-9628 ⑤ 中心市街地の活性化
建設１課 
(上野・島ヶ原担当)

総務管理係 ☎ 43-2321 43-2324 ③ 市道認定、敷地占用
事業推進係 ☎ 43-2323 道路などの整備、公共土木施設の災害復旧

建設２課 
( 伊賀・阿山・大
山田・青山担当 )

総務管理係 ☎ 43-2328
43-2324 ③

市道認定、敷地占用
事業推進係 ☎ 43-2329 道路などの整備、公共土木施設の災害復旧

公共基盤推進課 ☎ 43-2326 43-2324 ③ 国・県が行う事業の調整・促進

都市計画課
総務管理係 ☎ 43-2314

43-2317 ③

都市計画法、開発指導、景観行政
事業推進係 ☎ 43-2315 都市計画の決定・変更、公園管理
建築指導審査係 ☎ 43-2316 建築基準法、長期優良住宅、低炭素住宅の認定など

産業集積開発室 ☎ 43-2334 産業用地整備、開発事業者の誘致調整

下水道課
総務管理係 ☎ 24-2136

24-2138 ⑥
下水道施設などの使用料、合併処理浄化槽

事業推進係 ☎ 24-2137 下水道施設の整備・維持管理
企業会計係 ☎ 24-2136 企業会計導入

健
康
福
祉
部

産
業
振
興
部

建
設
部

人
権
生
活
環
境
部

別冊２



別冊３

担当部署 電話番号 FAX 番号 所 主な業務内容

水道総務課 企画調整係 ☎ 24-0001

24-0006 ⑥

経営の基本計画、事業計画
経理係 予算・決算・入札・契約

施設課

管理係 ☎ 24-0002 水道施設の維持管理、給水装置の申し込み
工務係 水道工事
浄水係 ☎ 24-3980 浄水施設の維持管理
水質係 ☎ 24-3969 水源の保護・水質に関すること

青山事業所 ☎ 52-0469 52-0494 ＊ 水道施設の維持管理
業務課 ☎ 24-0003 24-0006 ⑥ 下記業務の審査・決定・決裁

水道お客様センター ☎ 24-0013 24-0007 ⑥ 検針・開閉栓・収納・料金に関する問い合わせ

◆水道部

担当部署 電話番号 FAX 番号 所 主な業務内容

教育総務課 ☎ 47-1280 47-1281 ④ 教育行政にかかる企画・立案・調整、施
設の整備・営繕 、学校の管理運営

学校教育課 学務係 ☎ 47-1282 47-1290 ④ 児童生徒の就学・転出入、就学援助
指導教職員係 ☎ 47-1283 市立小中学校・幼稚園の指導

生涯学習課 生涯学習係 ☎ 22-9679 22-9692 ⑤ 生涯学習、社会教育、青少年健全育成
人権同和教育係 人権同和教育

文化財課 ☎ 47-1285 47-1290 ④ 文化財の調査・保護、文化財の指定

給食センター
いがっこ給食センター夢 ☎ 21-8194 21-8199

＊ 給食の献立、調理、運搬、施設の管理運営阿山給食センター ☎ 43-1010 43-1014
大山田給食センター ☎ 47-0146 47-0147

公民館

中央公民館（上野公民館） ☎ 22-9637 22-9692 ⑤

公民館活動、地域教育の推進

いがまち公民館 ☎ 45-9122 45-9160

＊
島ヶ原公民館 ☎ 59-2291 59-2574
阿山公民館 ☎ 43-0154 43-9019
大山田公民館 ☎ 46-0130 46-0131
青山公民館 ☎ 52-1110 52-1211

教育集会所

八幡町教育集会所 ☎ 23-3157 23-5407

＊ 人権同和教育の推進・活動

下郡教育集会所 ☎ 37-0558 37-0184
寺田教育集会所 ☎ 23-8730 23-8728
リバティなかせ兼教育センター ☎ 26-0076 23-8728
まえがわ教育集会所

☎ 45-4482 45-9130まえがわ青少年活動センター
大土教育集会所 FAX なし
奥馬野教育集会所 ☎ 47-1160 47-1162
老川教育集会所 ☎ 55-2350 FAX なし

図書館

上野図書館 ☎ 21-6868 21-8999

＊ 図書館事業

いがまち図書室 ☎ 45-9122 45-9160
島ヶ原図書室 ☎ 59-2291 59-2574
阿山図書室 ☎ 43-0154 43-9019
大山田図書室 ☎ 47-1175 46-0131
青山図書室 ☎ 52-1110 52-1211

生涯学習センター ☎ 22-9801 22-9692 ⑤ 生涯学習の推進
青少年センター ☎ 24-3251 24-3251 ＊ 青少年相談

教
育
委
員
会
事
務
局

教
育
機
関

◆教育関係

担当部署 電話番号 FAX 番号 所 主な業務内容
農業委員会事務局 ☎ 43-2312 43-2313 ③ 農業委員会の事務
選挙管理委員会事務局 ☎ 22-9601 24-2440 ① 選挙管理委員会の事務
監査委員事務局

☎ 47-1289 47-1288 ＊
監査事務

公平委員会 公平委員会の事務
固定資産評価審査委員会 固定資産評価審査委員会の事務

◆行政委員会

◆本庁　※別冊２ページからの続き
担当部署 電話番号 FAX 番号 所 主な事業内容

建築住宅課
総務管理係 ☎ 43-2330

43-2332 ③
市営住宅の管理・運営・使用料

事業第１係 ☎ 43-2331 市営住宅の営繕、市有建築物の設計など
事業第２係 特定市有建築物の設計など

出納室 審査係 ☎ 22-9686 22-9839 ① 現金などの出納・保管出納係
市議会事務局

（議事課）
庶務係 ☎ 22-9687 24-7901 ① 市議会・常任委員会の事務議事調査係 ☎ 22-9688

建
設
部
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担当部署 主な業務内容

振興課

地域振興係（担当）
地域防災・地域安全対策、庁舎管理、財産管理、選挙、行政バス、広聴・広報、地域文
化の振興、国際交流、住民自治協議会、自治会、市民活動支援、不法投棄防止、人権施
策の推進、人権啓発、平和行政、同和施策の推進、男女共同参画、財産区（柘植・島ヶ
原・大山田）

産業建設係（担当） 農林業の指導、狩猟・鳥獣害、公共土木施設・農林業施設などの維持管理、小規模工事・
材料費補助、観光振興、市営住宅

ダム対策係 ダム対策調整（青山）

住民福祉課

市税・使用料担当 税の証明、市税の収納、原動機付自転車の標識交付、各種料金収納、交通安全、犬の登
録、市民相談

戸籍・住民基本台帳担当 戸籍、住民票、印鑑登録、埋火葬の許可、公的個人認証サービス

健康福祉担当 生活保護、保育所（園）、放課後児童クラブ、高齢者・障がい者・児童・母子・寡婦福祉、
介護保険、国民健康保険、国民年金、老齢福祉年金、後期高齢者医療、福祉医療

◆各支所（上野支所を除く）
《主な業務内容》

担当部署 電話番号 FAX 番号

振興課 地域振興係 ☎ 45-9111 
☎ 45-9108

45-9120産業建設係 ☎ 45-9119

住民
福祉課

市税・使用料担当
戸籍・住民基本台帳担当 ☎ 45-9104

健康福祉担当 ☎ 45-9105

《伊賀支所》　〒 519-1412　伊賀市下柘植 728 番地

担当部署 電話番号 FAX 番号

振興課 地域振興担当 ☎ 59-2053

59-3196
産業建設担当 ☎ 59-2294

住民
福祉課

市税・使用料担当 
戸籍・住民基本台帳担当 ☎ 59-2109

健康福祉担当 ☎ 59-2163

《島ヶ原支所》　〒 519-1711　伊賀市島ヶ原 4913 番地

《阿山支所》　〒 518-1395　伊賀市馬場 1128 番地
担当部署 電話番号 FAX 番号

振興課 地域振興係 ☎ 43-1543

43-1679
産業建設係 ☎ 43-1544

住民
福祉課

市税・使用料担当 
戸籍・住民基本台帳担当 ☎ 43-0333

健康福祉担当 ☎ 43-0332

担当部署 電話番号 FAX 番号

振興課 地域振興係 ☎ 47-1150

46-1764 
46-0135

産業建設係 ☎ 47-1157

住民
福祉課

市税・使用料担当 ☎ 47-1163
戸籍・住民基本台帳担当 ☎ 47-1152
健康福祉担当 ☎ 47-1151

《大山田支所》　〒 518-1422　伊賀市平田 652 番地の 1

《青山支所》　〒 518-0292　伊賀市阿保 1411 番地
担当部署 電話番号 FAX 番号

振興課
地域振興係 ☎ 52-1112

☎ 52-1115

52-2174
産業建設係 ☎ 52-1114ダム対策係

住民
福祉課

市税・使用料担当 ☎ 52-3232
戸籍・住民基本台帳担当 ☎ 52-3227
健康福祉担当 ☎ 52-3228
青山保健センター

（運動施設） ☎ 52-4100 FAX なし

◆伊賀市消防本部
部　署 電話番号 FAX 番号

消防総務課 ☎ 24-9100
24-9111予防課 ☎ 24-9103

消防救急課 ☎ 24-9115
中消防署 ☎ 24-9109 24-3544
中消防署島ヶ原分署 ☎ 59-2277 59-2292
中消防署西分署 ☎ 20-9901 20-9902
東消防署 ☎ 45-3100 45-4468
東消防署阿山分署 ☎ 43-0438 43-1127
東消防署大山田分署 ☎ 47-0353 46-1425
南消防署 ☎ 52-1151 52-0602
南消防署丸山分署 ☎ 37-0100 37-0175

施設名 電話番号
伊賀市立上野総合市民病院 ☎ 24-1111
伊賀市健診センター ☎ 24-1186
伊賀市応急診療所 ☎ 22-9990
国保山田診療所 ☎ 47-0305
国保阿波診療所 ☎ 48-0004
国保霧生診療所 ☎ 54-1002

伊賀南部
環境衛生組合

総務室
☎ 53-1120業務室

伊賀南部クリーンセンター
伊賀南部浄化センター ☎ 63-1211

伊賀市斎苑 ☎ 21-0713

伊賀市・名張市広域
行政事務組合

総務課 ☎ 22-9690

農業共済事業課 ☎ 24-2501
ＦＡＸ 24-2265

◆伊賀市役所関係施設（庁舎外施設）

担当部署 電話番号 FAX 番号 所 主な業務内容
振興課 ☎ 22-9633 22-9694 ② 住民自治協議会・自治会・市民活動の支援

◆上野支所　


